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介護保険施設などの利用料が変わります介護保険施設などの利用料が変わります 介護保険施設などの利用料が変わります介護保険施設などの利用料が変わります 介護保険施設などの利用料が変わります 
　介護保険制度は、みなさんの保険料と公費（税金）で支えられていますが、高齢社会の進展により、

全国的に介護サービスの費用が増大するなか、保険料の抑制のため、介護保険から給付される費用を効

率よくかつ重点的に使用する必要があります。また、現行制度では、同じ要介護状態のかたでも、在宅

生活のかたと介護保険施設に入所（入院）されているかたでは、費用負担が大きく異なっている状況か

ら、同じ要介護状態であれば、在宅と施設において、給付と負担は公平であることが求められます。 

 こうしたことを踏まえ介護保険法が改正され、平成17年10月利用分から所得の低いかたの負担に配

慮しつつ、介護保険施設などにおいて、利用者のかたに負担していただく費用の見直しを行います。 

　介護保険サービスの「居住費（※）」や「食費」は、保険給付の対象外となり、在宅の場合と同じように、利

用者のかたにお支払いいただくことが原則となります。　　　　　　※ ショートステイの場合は「滞在費」と呼びます。 

 ○介護保険施設（特別養護老人ホーム、老人保健施設、介護療養型医療施設）における「居住費」および「食費」 

 ○ショートステイ（短期入所生活介護、短期入所療養介護）における「滞在費」および「食費」 

 ○デイサービス（通所介護）、デイケア（通所リハビリテーション）における「食費」 

所得の低いかたには負担の限度額を設定 

 　　施設には補足給付（特定入所者介護サービス費）を支給 

 ○「居住費」や「食費」の具体的な水準は、利用者と施設との契約によることが原則となりますが、所得の

低いかたには負担限度額を設け、施設には基準費用額と負担限度額との差額を保険給付で補う補足給付を

新たに設けます。 

 ○補足給付の対象となるのは、利用者負担「第１段階」から「第３段階」のかたです。 

※詳しくは、高齢者福祉課（☎69-

0330）へお問い合わせください。 

所得の低いかたの「居住費」・「食費」の負担限度額（月額の目安） 

第１段階 

第２段階 

第３段階 

基準費用額 

多床室 

 

　　  0円 

10,000円 

10,000円 

10,000円 

従来型個室 

特別養護 

老人ホーム 

10,000円 

13,000円 

25,000円 

35,000円 

老人保健施設 

介護療養型医療施設 

15,000円 

15,000円 

40,000円 

50,000円 

ユニット型 

準　個　室 

15,000円 

15,000円 

40,000円 

50,000円 

ユニット型 

個　室 

25,000円 

25,000円 

50,000円 

60,000円 

食　費 

 

10,000円 

12,000円 

20,000円 

42,000円 

※軽減を受けるためには、「介護保険負担限度額認定申請」が必要です。 

市町村民税世帯非課税の老齢福祉年金受給者 

生活保護受給者 

市町村民税世帯非課税であって、課税年金収入額と合計所得金額の合計が80万円以下のかた 

市町村民税世帯非課税であって、利用者負担第２段階以外のかた 

上記以外のかた 

利用者負担段階 

第４段階 

今回の制度改正の主なポイント 

「居住費」や「食費」は、介護保険の給付の対象外になります 

所得の低いかたは、「居住費」・「食費」の負担が、低く抑えられています 

10月から 介護サービスの介護サービスの 
　　利用者負担の公平化をめざし　　利用者負担の公平化をめざし 
介護サービスの 
　　利用者負担の公平化をめざし 

国の制度改正により 

第１段階 

第２段階 

第３段階 
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 在宅の場合＝食費・居住費用・一部負担を合わせて、自己負担が約10.4万円 

 施設の場合＝食費の一部と一部負担を合わせて自己負担が約5.6万円 

■高額介護サービス費の見直し 

利用者負担「第２段階」のかたは、負担上限額を従来の24,600円から15,000円に引き下げます。 

■社会福祉法人による利用者負担軽減制度の運用改善 

所得の低いかたがこの軽減の対象となるように、対象者の年収要件を150万円に引き上げるなど、運用改

善を行います。 

　市町村民税世帯非課税であって、次の要件をすべて満たすかたのうち、そのかたの収入や世

帯状況、利用料負担等を総合的に勘案し、生計が困難であるとして市が認めたかた 

　○年間収入が単身世帯で150万円、世帯員が1人増えるごとに50万円を加算した額以下であること 

　○預貯金等の額が単身世帯で350万円、世帯員が1人増えるごとに100万円を加算した額以下であること 

　○日常生活に供する資産以外に活用できる資産がないこと 

　○負担能力のある親族等に扶養されていないこと 

　○介護保険料を滞納していないこと 

対象者の要件 

■高齢夫婦世帯などの「居住費」・「食費」の軽減 

利用者負担第4段階の場合でも、高齢夫婦二人暮らしで一方が個室に入った場合に、在宅で生活される配

偶者の収入が一定額以下となる場合などには、「居住費」・「食費」の軽減があります。 

※軽減を受けるためには、「介護保険負担限度額認定申請」が必要です。 

※軽減を受けるためには、「社会福祉法人等利用者負担減免対象申請」が必要です。 

■旧措置入所者のかたの負担軽減 

介護保険制度施行前から継続して特別養護老人ホームに入所されているかたは、措置制度の負担水準を超

えないように負担の軽減を行っていますが、「居住費」・「食費」に関する見直し後も、同様に負担軽減を

行います。 

■利用料を支払った場合に、生活保護の適用となる方の負担軽減 

本来適用すべき利用者負担段階とした場合に生活保護が必要となり、それより低い利用者負担段階であれ

ば生活保護を必要としなくなる場合には、低い利用者負担段階に該当するものとし、負担軽減を行います。 

（※単身の要介護5の高齢者のケースについて比較したもの） 

高齢者 

在宅の場合　合計約29.1万円 

食　　費　約3.1万円 

居住費用　約5.2万円 

 

一部負担　約2.1万円 

保険給付分　約18.7万円 

支給限度額まで利用した場合 約33.4万円 

特養の場合　合計約36.5万円 

一部負担　約5.6万円 

（うち食材料費約2.6万円） 

保険給付分 

約30.9万円 

食費・ 

居住費用 

自己負担 

約10.4万円 
自己負担 

約5.6万円 

そのほかの所得の低いかたに関する施策 

費用負担の比較 

対象者の要件 

減 額 割 合 減額割合は、1/4（利用者第1段階の方は1/2）を原則とする 

次の要件をすべて満たすかた 

　○市町村民税課税者のかたがいる高齢夫婦などの世帯（単身世帯は含みません） 

　○世帯員が、介護保険施設の「ユニット型個室」、「ユニット型準個室」または「従来型個室」

に入り、利用者負担「第４段階」の「居住費」・「食費」を負担されていること 

　○世帯の年間収入から、施設の利用者負担（1割負担、居住費・食費の年額合計）を除いた

額が80万円以下となること 

　○世帯の預貯金などの額が450万円以下であること 

　○日常生活に供する資産以外に活用できる資産がないこと 

　○介護保険料を滞納していないこと 

（光熱水費を含みます） 
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英
語
教
育
の
充
実
・
外
国
文
化
の
理
解 

　
新
た
に
三
人
の
Ａ
Ｅ
Ｔ
（
英
語
指
導
助
手
）
を
配
置 

　
市
で
は
、
英
語
教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
、
Ａ
Ｅ
Ｔ
（
英
語
指
導
助

手
）
を
配
置
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
新
た
に
三
人
の
Ａ
Ｅ
Ｔ
を
任
命
し
、

合
計
六
人
に
よ
り
、
市
内
の
中
学
校
で
の
英
語
指
導
の
補
助
を
は
じ
め
、

小
学
校
へ
の
訪
問
な
ど
、
英
語
に
触
れ
る
中
で
、
国
際
感
覚
を
身
に
つ

け
る
「
国
際
理
解
教
育
」
の
推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。 

　
京
都
府
内
の
大
学
な
ど
で
留
学
生

と
し
て
学
ぶ
、
七
か
国
十
一
人
の
か

た
が
、
八
月
六
日
か
ら
七
日
に
か
け

て
京
丹
後
市
を
訪
れ
、
一
泊
二
日
で

市
内
の
九
軒
の
家
庭
で
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
を
し
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
温

か
い
も
て
な
し
と
ド
ラ
ゴ
ン
カ
ヌ
ー

な
ど
を
楽 

し
み
ま
し
た
。 

 

こ
の
企
画
は
、
「
き
ょ
う
た
ん
ご
探

訪
留
学
生
ツ
ア
ー
」
と
し
て
、
国
際

理
解
と
民
間
国
際
活
動
の
推
進
を
目

的
に
、
市
と
財
団
法
人
京
都
府
国
際

セ
ン
タ
ー
が
共
催
で
開
催
し
た
も
の

で
す
。 

 

六
日
の
午
後
、
大
宮
町
五
十
河
に

バ
ス
で
到
着
し
た
一
行
は
、
小
町
公

園
で
そ
ば
打
ち
体
験
を
し
た
後
、
峰

山
地
域
公
民
館
に
移
動
し
、
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
対
面
。
お
互
い
に
自

己
紹
介
な
ど
を
し
て
懇
談
し
た
後
、

各
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
宅
で
郷
土
料

理
を
味
わ
う
な
ど
交
流
を
深
め
ま
し

た
。 

 

翌
日
の
七
日
は
、
久
美
浜
町
の
浜

公
園
で
「
ド
ラ
ゴ
ン
カ
ヌ
ー
選
手
権

大
会
」
に
参
加
。
ド
ラ
ゴ
ン
カ
ヌ
ー

に
初
め
て
乗
る
留
学
生
や
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、

力
を
合
わ
せ
て
ゴ
ー
ル
を
め
ざ
し
ま

し
た
。
ま
た
、
そ
の
後
、
か
ぶ
と
山

公
園
で
昼
食
会
を
行
い
、
午
後
京
都

市
へ
の
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。 

ようこそ　京丹後市へようこそ　京丹後市へ ようこそ　京丹後市へ 

留学生留学生1111人を人を 
　ホストファミリーが温かく歓迎　ホストファミリーが温かく歓迎 
留学生11人を 
　ホストファミリーが温かく歓迎 

広がる国際交流の輪  広がる国際交流の輪  

　外見は違いますが、

みなさんと私は共通す

るところが多くあると

思います。みなさんと

ふれあい、共通する面

や違う面などをみつけ

ていきたいと思います。 

ランドー・グレイ

Randall・Gray 

出身国：ニュージーランド 

配　置：丹後町 

レベッカ・ボグスキー 

Rebecca・Boguski 

出身国：アメリカ 

配　置：網野町 

　この美しい地域で暮

らせて、とても興奮し

ています。日本語・日

本文化を学び、また一

生懸命に英語やアメリ

カ文化を伝えたいと思

います。 

　レイチェル・ 

　ハッチェンソン 

　Rachel・ 

         Hutchinson 

出身国：カナダ 

配　置：久美浜町 

　生徒のみなさん、ま

た多くの市民のみなさ

んとふれあい、日本語、

日本の文化を習いたい

と思います。 

平成17年９月 広報きょうたんご 

5

アメリカのワシントン州から 
　　　ラリッサ・ララミーさんが 
　　　　　　　　峰山高等学校に留学 

　
青
少
年
の
国
際
交
流
を
進
め
る

財
団
法
人
Ｙ
Ｆ
Ｕ
日
本
国
際
交
流

財
団
の
夏
季
短
期
受
入
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
ワ
シ
ン

ト
ン
州
か
ら
ラ
リ
ッ
サ
・
ラ
ラ
ミ

ー
さ
ん
が
、
六
月
二
十
七
日
か
ら

七
月
二
十
日
ま
で
の
約
一
か
月
間
、

峰
山
高
等
学
校
に
留
学
さ
れ
ま
し

た
。 

　
ラ
ラ
ミ
ー
さ
ん
は
、
自
分
の
ま

わ
り
の
人
た
ち
の
日
本
人
に
対
す

る
印
象
が
『
賢
く
て
、
謙
虚
で
、

列
を
つ
く
る
』
で
あ
り
、
そ
れ
ら

が
本
当
で
あ
る
か
を
確
か
め
て
自

国
で
広
め
た
い
と
、
同
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
参
加
。 

　
一
か
月
の
留
学
を
終
え
、
ラ
ラ

ミ
ー
さ
ん
は
「
日
本
の
か
た
は
、

仕
事
熱
心
で
、
賢
く
て
、
や
さ
し

く
、
気
だ
て
が
い
い
。
ま
た
、
京

丹
後
市
は
、
と
て
も
美
し
く
て
気

に
入
り
ま
し
た
。
心
の
ふ
る
さ
と

の
よ
う
で
す
」
と
日
本
と
京
丹
後

市
の
印
象
を
持
た
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
れ
ま
で
に
三
校
に
留
学
さ

れ
た
中
で
「
峰
山
高
校
が
一
番
。

先
生
、
ま
た
生
徒
の
み
な
さ
ん
な

ど
、
こ
ん
な
に
す
て
き
な
人
た
ち

に
出
会
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」

と
峰
山
高
校
を
離
れ
る
こ
と
を
本

当
に
残
念
そ
う
に
言
わ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
友
達
と
の
別
れ
が
迫
り

「
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
世

界
中
で
一
番
す
て
き
な
友
達
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
き
っ
と
帰
っ

て
き
ま
す
」
と
目
に
少
し
涙
を
浮

か
べ
な
が
ら
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
Ａ
Ｅ
Ｔ
（
英
語
指
導
助
手
）
な
ど
と
、
さ
ま
ざ

ま
な
交
流
を
通
じ
て
、
国
際
的
な
視
野
を
広
め
る

「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ユ
ー
ス
・
プ
ラ
ザ
（
若

者
の
国
際
交
流
広
場
）」を
こ
の
た
び
開
講
し
ま
し

た
。 

　
こ
の
事
業
は
、
市
内
と
外
国
の
若
者
が
、
茶
道

や
華
道
、
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
、
料
理
な
ど
で
交
流
し
、

相
互
の
理
解
を
深
め
よ
う
と
、
月
一
回
程
度
開
催
。 

　
七
月
二
十
日
に
行
っ
た
開
講
式
に
は
、
十
八
人

が
参
加
し
、
自
己
紹
介
の
後
に
グ
ル
ー
プ
に
わ
か

れ
て
、
今
後
の
活
動
内
容
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合

い
ま
し
た
。 

International  Youth  Plaza 
 ～若者の国際交流広場～ 

インターナショナル ユース プラザ 

　
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
務
め
た
家
庭
は
「
一
泊
二
日
と

い
う
日
程
は
短
す
ぎ
て
あ
わ
た
だ
し
く
、
も
っ
と
一
緒
に

い
た
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
機
会
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
ま
た

参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

多くのすてきな友達と出会った 

ラリッサ・ララミーさん（下中央） 

ド
ラ
ゴ
ン
カ
ヌ
ー
で
は
、
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
力
を
あ

わ
せ
懸
命
に
ゴ
ー
ル 

八
月
二
十
日
に
は
、
カ
ヌ
ー

体
験
で
交
流
を
深
め
ま
し
た 

対
面
式 

小町公園では 

「そば打ち」に挑戦 
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「
京
丹
後
市
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
本
部
」
を
設
置 
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ちびっこ環境学習会ちびっこ環境学習会 

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
・
抑
制
を
め
ざ
す 

　
　
　
　
「
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
」
の
策
定
に
向
け 

地球温暖化をストップ地球温暖化をストップ 

ぼくたち、わたしたちにできること 
地球温暖化をストップ 

ぼくたち、わたしたちにできること 
　
地
球
温
暖
化
の
防
止
に
向
け
て
積
極

的
な
活
動
を
推
進
し
て
い
る
「
京
丹
後

エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
」（
会
長
・
中
江
平
治

丹
後
町
商
工
会
長
）
が
、
日
常
の
暮
ら

し
と
地
球
温
暖
化
の
つ
な
が
り
を
子
ど

も
た
ち
に
学
ん
で
も
ら
お
う
と
、
七
月

十
五
日
に
間
人
小
学
校
（
中
江
香
代
子

校
長
・
百
二
十
三
人
）
の
五
・
六
年
生

を
対
象
に
「
ち
び
っ
こ
環
境
学
習
会
」

を
開
き
ま
し
た
。 

　
「
京
丹
後
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
は
、

市
民
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
（
特
定
非
営
利
活

動
法
人
）
・
事
業
者
・
行
政
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
幅
広
い
分
野
の
か
た
が
協
働
し

て
地
球
温
暖
化
防
止
を
図
ろ
う
と
、
こ

の
四
月
に
設
立
。
環
境
学
習
会
の
開
催

や
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ま
た
小
型
風
力
発

電
施
設
の
普
及
促
進
な
ど
一
年
を
通
じ

て
、
地
球
温
暖
化
防
止
が
「
市
民
の
う

ね
り
」
と
し
て
の
取
り
組
み
に
な
る
よ

う
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
し
て
い

ま
す
。 

　
こ
の
日
の
「
学
習
会
」
は
、
京
都
府

地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー

か
ら
講
師
を
招
き
開
催
。
温
暖
化
の
仕

組
み
や
影
響
な
ど
の
説
明
を
受
け
た
後
、

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
に
使
う
電
気
を
自

転
車
の
ペ
ダ
ル
を
こ
い
で
つ
く
る
実

験
で
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の
大
き
さ
を

実
感
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、「
温
暖
化
防
止
の
た
め
に
私

た
ち
が
で
き
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
、

発
電
所
や
工
場
な
ど
か
ら
温
室
効
果

ガ
ス
を
減
ら
す
方
法
の
話
し
合
い
で

は
、「
エ
ア
コ
ン
を
使
わ
な
い
よ
う
に

す
る
」
、
「
ご
み
を
で
き
る
だ
け
出
さ

な
い
よ
う
に
す
る
」
、
「
水
の
無
駄
使

い
を
し
な
い
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

ア
イ
デ
ア
を
発
表
し
て
い
ま
し
た
。 

　
市
で
は
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
に
向

け
、
市
が
行
う
事
務
・
事
業
か
ら
生
じ

る
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
、
抑
制
を
図

る
た
め
「
京
丹
後
市
地
球
温
暖
化
対
策

推
進
本
部
」
を
こ
の
た
び
立
ち
上
げ
ま

し
た
。 

　
同
本
部
の
設
置
は
、
「
地
球
温
暖
化

対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
っ

て
市
町
村
な
ど
に
策
定
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
る
「
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
」
を
定
め
、
そ
の
計
画
に
基
づ
い
て
、

効
果
的
か
つ
継
続
的
に
市
役
所
が
一
丸

と
な
っ
て
市
の
業
務
か
ら
発
生
す
る
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
の
削
減
・
抑
制

を
実
行
す
る
た
め
に
設
置
し
た
も
の
で
、

中
山
市
長
を
本
部
長
に
、
理
事
者
・
全

部
局
長
の
二
十
三
人
で
構
成
。 

　
ま
た
、
職
員
二
十
二
人
で
組
織
す
る

「
京
丹
後
市
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
委

員
会
」
を
設
け
る
と
と
も
に
、
必
要
に

応
じ
て
専
門
部
会
も
設
置
し
、
今
年
度

中
に
「
実
行
計
画
」
を
策
定
し
、
あ
わ

せ
て
よ
り
具
体
的
な
取
り
組
み
を
示
す

「
実
行
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
も
作
成
し
て
い

き
ま
す
。 

　
同
本
部
で
は
今
後
、
二
百
以
上
の
市

の
施
設
に
お
け
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
量
を
把
握
す
る
た
め
「
活
動
量
調
査
」

と
し
て
、
各
施
設
で
の
平
成
十
六
年
度

中
の
燃
料
や
電
気
の
使
用
量
、
一
般
廃

棄
物
の
焼
却
量
な
ど
を
細
か
く
調
査
。

そ
の
数
値
を
基
本
と
し
て
、
平
成
十
八

年
度
か
ら
二
十
二
年
度
ま
で
の
五
か
年

の
各
年
度
ご
と
の
削
減
目
標
、
ま
た
最

終
目
標
数
値
な
ど
を
定
め
た
計
画
づ
く

り
の
協
議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

間人小学校で間人小学校で 

ちびっこ環境学習会 
間人小学校で 

「環境にやさしい京丹後市」をめざし、 

　　　　　　　　　協議を進めていきます 

自転車のペダルをこいで発電し、 

　　　　「エネルギー」について体感 

温暖化防止のために 

　自分たちができることを考えて発表 

七
月
二
十
五
日 

７月15日 
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「
京
丹
後
市
男
女
共
同
参
画
審
議
会
」
を
設
置 

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て 

京丹後市史　編さん作業に着手　 

木村　榮子 

中西　義明 

藤井美枝子 

藤原　正人 

松本由美子 

養父　秀是 

牧　　正男 

村上　正宏 

吉岡美紀子 

上田　照子 

城下　典子 

長尾　昌子 

平野　俊之 

和田　房子 

平野　　卓 

峰山町 

峰山町 

峰山町 

峰山町 

大宮町 

大宮町 

網野町 

丹後町 

丹後町 

弥栄町 

弥栄町 

久美浜町 

久美浜町 

久美浜町 

宮津市 

委員のみなさん委員のみなさん 委員のみなさん 

（敬称略） 

赤田　光男 

糸井　通浩 

上田　純一 

植村　善博 

大場　　修 

門脇　禎二 

敷田　麻実 

志水　榮一 

関根　俊一 

中江香代子 

福永　伸哉 

水本　邦彦 

帝塚山大学人文科学部教授 

龍谷大学文学部教授 

京都府立大学文学部教授 

仏教大学文学部教授 

京都府立大学人間環境学部教授 

京都府立大学・京都橘女子大学名誉教授 

金沢工業大学情報フロンティア学部教授 

京丹後市文化財保護審議会会長 

帝塚山大学人文科学部教授 

京丹後市小・中学校校長会 

大阪大学大学院文学研究科教授 

京都府立大学文学部教授 

委員のみなさん委員のみなさん 委員のみなさん 
（敬称略） 

　
男
女
が
互
い
に
そ
の
人
権
を
尊
重
し
つ

つ
、
責
任
も
わ
か
ち
あ
い
、
性
別
に
か
か

わ
り
な
く
、
そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に

発
揮
で
き
る
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
の

実
現
は
、
緊
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
よ
う
な
中
、
市
で
は
、
「
男
女
共

同
参
画
社
会
」
の
実
現
を
最
重
要
課
題
と

位
置
づ
け
、
「
男
女
共
同
参
画
計
画
」
の

策
定
お
よ
び
男
女
共
同
参
画
社
会
形
成
の

促
進
に
つ
い
て
、
調
査
・
研
究
・
審
議
す

る
機
関
と
し
て
「
京
丹
後
市
男
女
共
同
参

画
審
議
会
」
を
こ
の
た
び
設
置
し
ま
し
た
。 

　
同
審
議
会
は
、
一
般
公
募
の
か
た
を
含

む
十
五
人
で
構
成
し
、
七
月
二
十
一
日
に

開
か
れ
た
第
一
回
会
議
で
は
、
会
長
に
木

村
榮
子
さ
ん
（
峰
山
町
）
、
副
会
長
に
牧

正
男
さ
ん
（
網
野
町
）
を
選
出
す
る
と
と

も
に
、
事
務
局
が
昨
年
十
月
に
行
っ
た
「
住

民
意
識
調
査
結
果
」
か
ら
み
た
市
の
現
状

と
課
題
な
ど
に
つ
い
て
説
明
。 

　
今
後
、
市
役
所
内
に
設
置
し
て
い
る
「
男

女
共
同
参

画
推
進
会

議
」
と
も

協
働
し
、

市
民
の
み

な
さ
ん
の

意
見
を
取

り
入
れ
た

「
京
丹
後

市
男
女
共

同
参
画
計

画
」
の
本

年
中
の
策

定
に
向
け
、

検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

　
木
村
会
長
は
「
男
女
共
同
参
画
社
会
は
、

基
本
的
で
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。
多
く
の
か

た
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
実
現
に
向

け
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
意

気
込
み
を
話
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
連
綿
と
培
わ
れ

て
き
た
歴
史
と
文
化
、
気
質
と
伝
統
を

継
承
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
広
く
発

信
し
て
い
く
た
め
、
「
京
丹
後
市
史
編

さ
ん
委
員
会
」
を
設
置
し
、
十
年
計
画

で
市
史
編
さ
ん
事
業
の
取
り
組
み
を
始

め
ま
し
た
。
　 

　
合
併
前
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
旧

町
ご
と
に
「
町
史
」
を
製
作
し
て
い
ま

し
た
が
、
新
市
に
な
っ
た
今
、
「
古
代

丹
後
王
国
」
の
ロ
マ
ン
を
ほ
う
ふ
つ
さ

せ
る
史
跡
や
出
土
遺
物
、
先
人
の
足
跡

な
ど
輝
か
し
い
市
の
「
宝
」
の
数
々
を

一
つ
に
ま
と
め
、
市
民
と
し
て
の
一
体

感
、
市
の
歴
史
へ
の
共
通
認
識
を
育
む

と
と
も
に
、
新
市
の
大
き
な
魅
力
と
し

て
、
市
内
外
に
発
信
し
て
い
く
一
大
事

業
と
し
て
編
さ
ん
に
着
手
。 

　
本
事
業
で
は
、
市
の
歴
史
や
自
然
を

つ
づ
っ
た
本
文
編
と
遺
跡
や
社
寺
に
ま

つ
わ
る
史
料
な
ど
を
収
め
た
史
料
編
を

順
次
発
刊
し
、
最
終
年
度
を
平
成
二
十

六
年
度
と
し
て
い
ま
す
。 

　
今
回
、
編
さ
ん
と
発
行
責
任
者
は
市

長
が
務
め
、
実
務
は
市
教
育
委
員
会
文

化
財
保
護
課
が
行
い
、
編
さ
ん
委
員
に

は
、
考
古
学
や
古
代
史
、
民
俗
学
な
ど

の
各
分
野
の
専
門
家
十
二
人
を
委
嘱
。 

　
八
月
九
日
に
開
い
た
第
一
回
委
員
会

で
は
、
委
員
長
に
門
脇
禎
二
さ
ん
を
選

出
す
る
と
と
も
に
、
編
さ
ん
の
方
針
や

体
制
、
刊
行
計
画
な
ど
に
つ
い
て
熱
心

に
意
見
が
交
わ
さ
れ
、
長
い
年
月
に
及

ぶ
事
業
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

京丹後市史編さん委員会 

10年計画の編さん作業をスタート 

第
一
回
目
か
ら
熱
心
に 

意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た 

七
月
二
十
一
日 

８月９日 
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八
月
五
日
に
、
京
都
市
で
開
か
れ
た
「
消
防
救
助
技
術

東
近
畿
地
区
指
導
会
」
で
、
市
消
防
本
部
の
村
野
二
郎
消

防
士
長
と
指
田
竜
消
防
副
士
長
が
、
二
人
一
組
で
ロ
ー
プ

の
み
を
使
っ
て
高
所
に
登
り
タ
イ
ム
を
競
う
「
ロ
ー
プ
応

用
登
は
ん
」
の
部
門
で
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。 

　
同
大
会
は
、
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
も
の
で
、
各
都
道

府
県
の
予
選
大
会
を
勝
ち
抜
い
た
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
救
助

隊
員
が
出
場
。
災
害
現
場
活
動
で
即
応
で
き
る
高
度
な
技

術
を
競
う
も
の
で
、
日
々
の
厳
し
い
訓
練
で
培
っ
た
強
じ

ん
な
体
力
と
精
神
力
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
二
人
は
、
八
月
二
十
五
日
に
は
、
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

で
開
か
れ
る
「
第
三
十
四
回
全
国
消
防
救
助
技
術
大
会
」

（
財
団
法
人
全
国
消
防
協
会
主
催
）
に
、
東
近
畿
地
区
の

代
表
と
し
て
出
場
。
結
果
に
つ
い
て
は
、
十
月
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。 

全国大会への出場が決まり 

　　　　　　中山市長が激励 

　 　　　村野二郎消防士長（中） 

　 　　　指田竜消防副士長（右） 

京
丹
後
市
消
防
本
部 

「
消
防
救
助
技
術
東
近
畿
地
区
指
導
会
」
で
優
勝 

国営農地（弥栄町鴨谷団地・網野町島津団地）において国営農地（弥栄町鴨谷団地・網野町島津団地）において 
　　　　　　　　　　　　民間農業法人が「京丹後農場」　　　　　　　　　　　　民間農業法人が「京丹後農場」（仮称）を開設（仮称）を開設 
国営農地（弥栄町鴨谷団地・網野町島津団地）において 
　　　　　　　　　　　　民間農業法人が「京丹後農場」（仮称）を開設 

国 内 最 大 規 模 の 農 業 生 産 法 人 の誘致実現  国 内 最 大 規 模 の 農 業 生 産 法 人 の誘致実現  
　
京
丹
後
市
域
で
は
、
昭
和
五
十
三
年
度
か

ら
国
営
農
地
開
発
事
業
を
開
始
し
、
平
成
十

四
年
度
末
に
五
一
二
�
（
植
栽
面
積
）
の
国

営
開
発
農
地
が
完
成
。
市
で
は
、
環
境
立
市

を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
新
た
な
農
業
振
興
策

と
し
て
「
特
別
栽
培
米
」
を
は
じ
め
と
し
た

「
低
農
薬
・
低
化
学
肥
料
栽
培
」
を
積
極
的

に
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

　
し
か
し
一
方
で
、
人
（
営
農
者
の
高
齢
化

や
担
い
手
不
足
）・
物
（
販
売
で
き
る
作
物
）

の
不
足
に
よ
り
、
農
地
の
遊
休
化
が
懸
念
さ

れ
、
農
地
の
有
効
活
用
が
大
き
な
課
題
と
さ

れ
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
市
で
は
、
市
外
か

ら
の
有
望
な
農
業
企
業
な
ど
の
誘
致
を
積
極

的
に
進
め
る
中
、
今
回
、
大
手
外
食
チ
ェ
ー

ン
「
ワ
タ
ミ
株
式
会
社
」
の
関
連
会
社
で
、

国
内
最
大
規
模
の
農
業
生
産
法
人
「
有
限
会

社
ワ
タ
ミ
フ
ァ
ー
ム
」
が
、
関
西
圏
で
初
め

て
「
京
丹
後
農
場
」（
仮
称
）
と
し
て
有
機
農

場
を
開
設
す
る
こ
と
が
実
現
し
ま
し
た
。 

　
「
ワ
タ
ミ
」（
本
社
・
東
京
都
大
田
区
）
は
、

関
東
を
中
心
に
居
酒
屋
「
和
民
」
を
中
心
に

約
四
百
八
十
店
舗
を
経
営
。
三
年
前
か
ら
関

連
会
社
の
「
ワ
タ
ミ
フ
ァ
ー
ム
」
が
、
グ
ル

ー
プ
店
へ
の
食
材
提
供
を
行
う
農
業
生
産
事

業
に
本
格
参
入
さ
れ
る
と
と
も
に
、「
安
心
・

安
全
な
有
機
野
菜
」
と
し
て
量
販
店
や
通
信

販
売
な
ど
へ
販
路
を
拡
充
さ
れ
る
な
ど
、
現

在
で
は
、
北
海
道
や
千
葉
県
な
ど
で
約
二
百

三
十
�
を
耕
作
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
今
回
入
植
が
決
ま
っ
た
の
は
、
丹
後
国
営

農
地
の
弥
栄
町
鴨
谷
団
地
と
網
野
町
島
津
二

団
地
の
合
計
五
�
で
、
有
機
、
完
全
無
農
薬

栽
培
に
よ
り
、
京
み
ず
菜
や
ト
マ
ト
、
玉
ね

ぎ
、
に
ん
じ
ん
な
ど
を
栽
培
。
有
機
野
菜
を

グ
ル
ー
プ
の
外
食
各
店
舗
や
関
西
地
区
の
ス

ー
パ
ー
な
ど
に
導
入
さ
れ
る
予
定
で
す
。
こ

の
八
月
か
ら
、
た
い
肥
散
布
や
耕
運
な
ど
の

土
づ
く
り
作
業
を
は
じ
め
、
来
年
度
か
ら
耕

作
に
取
り
組
ま
れ
、
二
年
後
に
は
、
一
〇
に

ま
で
耕
作
面
積
を
拡
大
さ
れ
ま
す
。 

　
市
で
は
、
同
農
場
の
誘
致
実
現
に
よ
り
、

農
地
の
有
効
利
用
を
は
じ
め
、
常
時
二
人
・

パ
ー
ト
二
十
人
か
ら
三
十
人
と
い
う
「
地
元

雇
用
の
拡
大
」
や
、
同
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
「
流

通
直
結
型
の
生
産
・
流
通
シ
ス
テ
ム
の
導
入
」、

「
新
た
な
作
物
の
導
入
・
拡
大
」
、
ま
た
「
安

全
で
安
心
な
お
い
し
い
野
菜
」
の
提
供
を
図

る
「
有
機
農
産
物
」
の
拡
充
に
よ
り
、
環
境

農
業
の
推
進
が
さ
ら
に
図
ら
れ
る
も
の
と
期

待
し
て
い
ま
す
。 

土
づ
く
り
の
作
業
が
は
じ
ま
っ
た
国
営
農
地 

「
全
国
消
防
救
助
技
術
大
会
」
に
出
場 

ヘ
ク
 

タ
ー
ル
 

ヘ
ク
 

タ
ー
ル
 

ヘ
ク
 

タ
ー
ル
 

ヘ
ク
 

タ
ー
ル
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（上記で①、②、③を選んだかたへの質問）そのときどうしましたか Ｑ 

　ＤＶに関して、知識として知っていると回答したかたは約60％、言葉は聞いたことがあると回答したか

たは約40％という結果となりました。 

　「暴力を受けたことがある」との回答は、人数にすると59人で、年代別では、50歳代が一番多く、次

いで60歳代のかたが多く暴力を受けたことがあると回答されています。 

　公的な機関などの専門機関に相談されたかたは少なく、「どうしたらいいのかわからず、だれにも相談

しなかった」、また「何もしなかった」かたが多く見受けられます。 

夫婦（恋人同士）で話し合った 

家族や親族などに相談した 

友人や近所の人に相談した 

公的な機関に相談した 

民間の機関に相談した 

医療機関に相談した 

 

相手が怖かったのでだれにも相談しなかった 

自分ひとりで考え、解決しようとした 

何もしなかった 

その他 

①自分が暴力を 
　受けたことがある 
 
②自分が暴力を 
　ふるったことがある 
 
③身近に経験 
　した人がいる 
 
④知識として 
　知っている 
 
⑤言葉は聞いた 
　ことがある 
 
⑥言葉も聞いた 
　ことがない 

①・②回答者の 

年代別割合 

①暴力を受けた
ことがある 
②暴力をふるっ
たことがある 

住民意識調査 住民意識調査 
　今回は、人権について男女の意識をご紹介します。 

夫婦や恋人からの身体的・心理的な暴力（ドメスティック・バイオレンス「ＤＶ」）について、経験したり、見聞きしたことがありますか Ｑ 

　　　　　　　　　　　
　　
　　

　

　
男女

共同参画社会をめざして

どこに相談したらいいのかわからず、 
だれにも相談しなかった 

7.3
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丹後観世能と狂言丹後観世能と狂言 丹後観世能と狂言 
京都府古典芸能振興公演 

　京丹後文化のまちづくり実行委員会では、次のとおり「能

と狂言」の公演を開催します。 

　能「鞍馬天狗」には、地元の小学生が10人程度出演す

る予定です。また、テレビや映画「陰陽師」でおなじみ

の野村萬斎も出演します。 

　チケットは、京都府丹後文化会館をはじめ各プレイガ

イドで発売中ですので、ぜひお買い求めのうえ、ご鑑賞

ください。 

■日　　時　12月４日（日） 

 　　　　　開場12 ：00　開演13：00 

　　　　　　　　　　　　　（終演予定16：30） 

■会　　場　京都府丹後文化会館（峰山町杉谷） 

■入 場 料（全席指定席／税込） 

　　　　　 S席　7,000円（当日7,500円） 

 　　　　　A席　6,000円（当日6,500円） 

 　　　　　※未就学児のご入場はご遠慮ください。  

■お問い合わせ先　企画推進課（☎69-0120） 

演目と出演者名演目と出演者名 

 能　　　　　隅田川　　シテ　観世　喜之能　　　　　隅田川　　シテ　観世　喜之 

 　　　　　　　　　　　ワキ　福王　茂十郎　　　　　　　　　　　ワキ　福王　茂十郎 

 狂言　　　　六地蔵　　シテ　野村　萬斎狂言　　　　六地蔵　　シテ　野村　萬斎 

　仕舞　　　　老松　　　　　　観世　喜之　仕舞　　　　老松　　　　　　観世　喜之 

 　　　　　　井筒　　　　　　長山　禮三郎　　　　　　井筒　　　　　　長山　禮三郎 

 　　　　　　融　　　　　　　藤村　昌子　　　　　　融　　　　　　　藤村　昌子 （京丹後市在住京丹後市在住） 

　能　　　　　鞍馬天狗　シテ　観世　喜正　能　　　　　鞍馬天狗　シテ　観世　喜正 

 　　　　　　　　　　　ワキ　福王　茂十郎　　　　　　　　　　　ワキ　福王　茂十郎 

　　　　　　　　　　　　子方（稚児役）地元小学生　　　　　　　　　　　　子方（稚児役）地元小学生 

演目と出演者名 

 能　　　　　隅田川　　シテ　観世　喜之 

 　　　　　　　　　　　ワキ　福王　茂十郎 

 狂言　　　　六地蔵　　シテ　野村　萬斎 

 仕舞　　　　老松　　　　　　観世　喜之 

 　　　　　　井筒　　　　　　長山　禮三郎 

 　　　　　　    融　　　　　　　    藤村　昌子（京丹後市在住） 

 能　　　　　鞍馬天狗　シテ　観世　喜正 

 　　　　　　　　　　　ワキ　福王　茂十郎 

　　　　　　　　　　　　子方（稚児役）地元小学生 

 「丹後観世能と狂言」の公演前に、次のとおり「能楽講

座」を開催します。 

 お子さんから大人のかたまで、だれにでも「わかりやす

い解説」で定評のある観世喜正さんが説明します。どなた

でも参加できますので、ぜひこの機会にお越しください。 

■日　時　10月22日（土）　14：00～15：30 

■会　場　アグリセンター大宮（大宮市民局横） 
■入場料　無料 

■内　容　●能楽全般の解説 

　　　　　　～舞台、配役、曲目、装束など～ 

 　　　　●「丹後観世能と狂言（12月４日公演）」で 

　　　　　　　　　　　　　上演する演目についての解説 

 　　　　　～子方（稚児役）の衣装付け～ 

 　　　　　～子方の稽古風景解説 

　　　　　　　　　　　　　（舞台での姿勢や歩き方）～ 

■講　師　観世喜正さん 

■お問い合わせ先　企画推進課（☎69-0120） 

おもしろ能楽講座 
楽しく 

　わかる
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国
民
年
金
を
受
給
し
て
い
る
か
た
は
、

毎
年
誕
生
日
の
月
に
「
現
況
届
」
を
ご

提
出
く
だ
さ
い
。 

　
「
現
況
届
」
は
、
一
年
に
一
回
、
誕

生
月
に
提
出
す
る
も
の
で
、
引
き
続
い

て
年
金
を
受
け
る
権
利
が
あ
る
か
ど
う

か
を
確
認
す
る
た
め
の
大
切
な
届
で
す
。 

　
「
現
況
届
」
は
、
誕
生
月
の
初
旬
に

社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら
送
ら
れ

て
き
ま
す
。
住
所
や
氏
名
、
加
給
年
金

額
対
象
者
の
氏
名
な
ど
を
記
入
し
、
切

手
を
貼
っ
て
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー

に
誕
生
月
の
末
日
ま
で
に
届
く
よ
う
に

お
出
し
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
ご
自
分
で
は
記
入
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
た
め
、
親
族
な
ど
ほ
か
の

か
た
が
記
入
さ
れ
る
場
合
は
、
受
給
権

者
の
欄
や
加
給
年
金
額
対
象
者
の
欄
を

も
れ
な
く
記
入
の
う
え
、
「
代
理
人
署

名
欄
」
に
代
筆
者
の
氏
名
や
住
所
な
ど

を
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。 

　
「
現
況
届
」
の
提
出
が
遅
れ
た
り
、

提
出
さ
れ
な
か
っ
た
り
し
た
と
き
は
、

年
金
の
支
払
い
が
一
時
止
ま
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
年

金
の
支
払
い
が
一
時
止
ま
っ
て
も
、「
現

況
届
」
が
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
に

届
い
て
か
ら
随
時
、
止
ま
っ
た
期
間
分

を
さ
か
の
ぼ
っ
て
年
金
を
お
支
払
い
し

ま
す
が
、
支
払
い
ま
で
に
一
か
月
か
ら

二
か
月
か
か
り
ま
す
。 

　
な
お
、
九
月
生
ま
れ
の
か
た
に
送
付

し
ま
す
「
現
況
届
」
か
ら
、
ハ
ガ
キ
に

記
入
さ
れ
た
個
人
情
報
の
保
護
の
た
め
、

保
護
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
送
付
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
「
現
況
届
」
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、
京
都
社
会
保
険
事
務
局
舞
鶴

事
務
所
（
☎
〇
七
七
三
ー
七
六
ー
八
八

二
二
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

  

※
「
老
齢
福
祉
年
金
」
や
二
十
歳
前
の

障
害
に
よ
る
「
障
害
基
礎
年
金
」
を
受

給
し
て
い
る
か
た
は
、
誕
生
月
で
は
な

く
、
毎
年
、
指
定
さ
れ
た
期
限
ま
で
に

住
所
地
の
市
区
町
村
に
ご
提
出
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

※
受
け
て
い
る
年
金
の
種
類
な
ど
に
よ

っ
て
、
医
師
ま
た
は
歯
科
医
師
の
診
断

書
や
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
フ
イ
ル
ム
な
ど
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

国
民
年
金

国
民
年
金 

国
民
年
金 

誕
生
月
に
は 

「
現
況
届
」
の
提
出
を
　
お
忘
れ
な
く 

○日　時　○日　時　1010月2222日（土）日（土） 開場開場1515：3030　開演　開演1616：00 00 

○会　場　かぶと山虹の家（久美浜町かぶと山公園内）○会　場　かぶと山虹の家（久美浜町かぶと山公園内） 

○プログラムプログラム　J.B J.B リュリ：シャコンヌ（フランスバロック）リュリ：シャコンヌ（フランスバロック） 

 　　　　　　　　A.A.ヴィヴァルディ：ヴァイオリン協奏曲　イ短調　作品ヴィヴァルディ：ヴァイオリン協奏曲　イ短調　作品3-6 3-6 

 　　　　　　　　A.A.ヴィヴァルディ：チェロ協奏曲　ニ短調　ヴィヴァルディ：チェロ協奏曲　ニ短調　Rｖ.406 .406 

 　　　　Ｅ　　　　Ｅ.Ｈグリーグ：ホルベルグ組曲Ｈグリーグ：ホルベルグ組曲 

 　　　　三枝成彰：チェロのためのレクイエム　　　　三枝成彰：チェロのためのレクイエム 

○入場料（全席自由席）○入場料（全席自由席） 

　　　　 　一般　一般2,0002,000円、小学生以下円、小学生以下1,0001,000円 

○お問い合わせ先　企画推進課（○お問い合わせ先　企画推進課（☎69-012069-0120） 

※入場料は、宝くじの助成により、通常料金の半額以下に※入場料は、宝くじの助成により、通常料金の半額以下になっています。なっています。 

※未就学児の入場はご遠慮ください。※未就学児の入場はご遠慮ください。 

※チケットは、９月※チケットは、９月2020日（火）（火）から各市民局窓口、京都府丹後文化会館、久美浜町観光総から各市民局窓口、京都府丹後文化会館、久美浜町観光総合案内所で発売します。合案内所で発売します。 

    

●主催：京丹後市・京丹後市教育委員会・京都府・（財）●主催：京丹後市・京丹後市教育委員会・京都府・（財）自治総合センター自治総合センター 

●後援：印象　久美浜スタッフ●後援：印象　久美浜スタッフ 

○日　時　10月22日（土） 開場15：30　開演16：00 

○会　場　かぶと山虹の家（久美浜町かぶと山公園内） 

○プログラム　J.B リュリ：シャコンヌ（フランスバロック） 

 　　　　A.ヴィヴァルディ：ヴァイオリン協奏曲　イ短調　作品3-6 

 　　　　A.ヴィヴァルディ：チェロ協奏曲　ニ短調　Rｖ.406 

 　　　　Ｅ.Ｈグリーグ：ホルベルグ組曲 

 　　　　三枝成彰：チェロのためのレクイエム 

○入場料（全席自由席） 

　　 　一般2,000円、小学生以下1,000円 

○お問い合わせ先　企画推進課（☎69-0120） 

※入場料は、宝くじの助成により、通常料金の半額以下になっています。 

※未就学児の入場はご遠慮ください。 

※チケットは、９月20日（火）から各市民局窓口、京都府丹後文化会館、久美浜町観光総合案内所で発売します。 

  

●主催：京丹後市・京丹後市教育委員会・京都府・（財）自治総合センター 

●後援：印象　久美浜スタッフ 

長岡京室内アンサンブル演奏会  長岡京室内アンサンブル演奏会  長岡京室内アンサンブル演奏会 

宝くじ文化公演　かぶと山コンサート 

　市では、次のとおり宝くじ文化公演「かぶと山コンサート」

を開催します。 

　ぜひ、チケットをお買い求めのうえ、ご鑑賞ください。 

音楽監督 
　ヴァイオリン 
　　　森　悠　子 
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　インフルエンザの予防接種を受けたのに風邪を引いてしまった、という経験ありませんか？インフルエンザと

風邪はよく似ていますが、その原因となるウイルスが違い、現れる症状が異なります。 

 しかし、基本的な予防策は同じです。 

 「栄養」と「休養」を十分にとり、外出後は手洗いやうがいを忘れずに行いましょう。また、ウイルスは、乾

燥した空気より湿気のある空気を嫌いますので、加湿器などで適度な湿度を保ちましょう。 

 そして最も大切なことは、自己診断で薬を飲んだり、症状を軽く考えないことです。インフルエンザは命にか

かわることもあります。症状が出たら、早めに医療機関で治療を受けましょう。インフルエンザの治療は、早け

れば早いほど効果があります。 

　なお、市では高齢者のかたを対象に、インフルエンザ予防接種費用の一部を助成する予定にしています。 

　接種期間など詳しくは、10月ごろに広報などでお知らせします。 

健
康
ひ
と
く
ち
メ
モ 
あなたの健康 

　　応援します 

〜
『
か
か
り
つ
け
医
』
と
二
人
三
脚
で

〜
『
か
か
り
つ
け
医
』
と
二
人
三
脚
で 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
一
病
息
災
』
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
一
病
息
災
』
〜 

〜
『
か
か
り
つ
け
医
』
と
二
人
三
脚
で 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
一
病
息
災
』
〜 

久美浜病院・外科　 

　　赤木　重典　副院長 

　
最
先
端
医
療
の
恩
恵
を
享
受
し
、
安

心
し
て
生
活
で
き
る
と
思
わ
れ
て
い
る

大
都
市
部
で
、
医
療
環
境
の
砂
漠
化
が

進
ん
で
い
ま
す
。
特
に
、
東
京
都
で
は

深
刻
な
よ
う
で
す
。
多
く
の
都
民
が
「
気

軽
に
相
談
で
き
る
医
者
が
い
な
い
」
、

「
専
門
分
野
し
か
診
て
く
れ
な
い
医
者

が
多
い
」
な
ど
の
不
満
を
漏
ら
し
て
い

ま
す
。 

　
医
療
の
専
門
分
野
が
細
分
化
さ
れ
、

広
い
医
学
的
視
野
で
診
療
で
き
る
医
師

が
育
成
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
と
、
ち
ょ

っ
と
し
た
病
気
で
も
専
門
医
に
診
て
も

ら
う
べ
き
だ
と
い
っ
た
偏
っ
た
報
道
な

ど
が
も
た
ら
し
た
現
実
で
す
。 

 

一
方
、
医
療
の
過
疎
化
が
深
刻
視
さ

れ
て
い
る
離
島
や
へ
き
地
の
住
民
に
と

っ
て
の
選
択
肢
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
域
で
孤
軍
奮
闘
す
る
医
師
の
存
在
に

頼
ら
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
離
島

や
へ
き
地
に
健
康
で
明
る
い
町
や
村
が

多
い
の
は
な
ぜ
な
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

私
た
ち
の
だ
れ
も
が
、
「
無
病
息
災
」

を
願
っ
て
い
ま
す
。
で
き
れ
ば
、
恐
怖

感
の
あ
る
検
査
や
手
術
な
ど
を
経
験
す

る
こ
と
な
く
、
健
康
で
快
適
に
人
生
を

終
え
た
い
も
の
で
す
。
し
か
し
、
い
く

ら
自
分
の
健
康
に
自
信
を
持
っ
て
い
て

も
、
心
の
ど
こ
か
に
一
抹
の
不
安
を
抱

え
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
ん
な
不
安
を
解
消
し
て
く
れ
る
の
が

『
か
か
り
つ
け
医
』
の
存
在
で
す
。 

　
気
軽
に
相
談
が
で
き
て
膝
を
つ
き
合

わ
せ
て
話
し
合
え
る
、
ち
ょ
っ
と
し
た

疾
患
を
き
っ
か
け
に
幅
広
い
視
野
で
ト

ー
タ
ル
に
心
を
配
っ
て
く
れ
る
、
垣
根

が
な
く
普
段
着
で
付
き
合
え
る
、
そ
ん

な
存
在
が
『
か
か
り
つ
け
医
』
だ
と
思

い
ま
す
。 

 

離
島
や
へ
き
地
で
『
か
か
り
つ
け
医
』

と
し
て
活
躍
す
る
医
師
た
ち
の
多
く
が
、

住
民
が
住
み
慣
れ
た
と
こ
ろ
で
、
安
心

し
て
生
活
で
き
る
環
境
を
提
供
す
る
た

め
に
、
医
療
と
行
政
（
福
祉
と
保
健
）

を
一
体
化
さ
せ
た
地
域
包
括
ケ
ア
を
実

践
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
広
域
的
な
視

野
に
立
っ
て
、
病
院
と
病
院
、
病
院
と

診
療
所
の
間
で
密
接
な
協
力
体
制
を
構

築
し
て
い
ま
す
。 

　
私
た
ち
の
京
丹
後
市
に
お
い
て
も
、

心
の
豊
か
さ
と
安
心
の
『
窓
口
』
と
し

て
、
ご
自
身
の
『
か
か
り
つ
け
医
』
を

持
た
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
『
か

か
り
つ
け
医
』
に
つ
い
て
は
、
身
近
な

医
師
に
気
軽
に
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
「
今
年
も
住
民
健
診
を
受
け
て
く

だ
さ
い
ね
」、「
先
生
、
健
診
の
結
果
が

届
い
て
安
心
し
ま
し
た
」
と
い
っ
た
会

話
の
弾
む
い
い
関
係
を
築
い
て
く
だ
さ

い
。 

 

住
民
健
診
の
受
診
率
は
三
割
程
度
で

す
。『
か
か
り
つ
け
医
』
と
二
人
三
脚
、

『
一
病
息
災
』
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。 

 

インフルエンザ 風　　邪 
38度から40度の高熱が急に出ます。 

全身の筋肉痛、だるさなどの症状が約５日間続きます。 

くしゃみ、鼻水といった症状から始まり、熱もさほど高

くはなりません。 

早めの対策　インフルエンザ早めの対策　インフルエンザ  早めの対策　インフルエンザ  
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お
薬
は
病
院
外
の 

保
険
薬
局
で
調
剤 

　
こ
れ
ま
で
は
、
病
気
や
け
が
な

ど
で
医
師
の
診
察
を
受
け
た
時
、

病
院
な
ど
で
薬
を
調
剤
し
て
患
者

さ
ん
に
お
渡
し
し
て
い
ま
し
た
。

「
医
薬
分
業
」
で
は
薬
の
代
わ
り

に
「
処
方
せ
ん
」
を
お
渡
し
し
ま

す
。
処
方
せ
ん
に
は
、
薬
の
名
前

や
種
類
、
量
、
使
い
方
が
書
か
れ

て
い
ま
す
。 

　
こ
の
処
方
せ
ん
を
病
院
外
の
「
保

険
薬
局
（
処
方
せ
ん
受
付
、
保
険

薬
局
表
示
）」
に
持
っ
て
い
っ
て
い

た
だ
く
と
、
薬
剤
師
が
薬
の
量
や

飲
み
合
わ
せ
な
ど
を
確
認
の
う
え
、

調
剤
し
ま
す
。 

　
患
者
さ
ん
に
は
、
処
方
せ
ん
と

引
き
換
え
に
お
薬
が
渡
さ
れ
ま
す
。 

医
師
は
治
療
に
専
念 

　
こ
の
医
薬
分
業
は
、
医
師
は
治

療
に
専
念
し
、
薬
は
保
険
薬
局
の

薬
剤
師
が
調
剤
す
る
と
い
う
も
の
。

医
師
と
薬
剤
師
が
、
そ
れ
ぞ
れ
専

門
の
立
場
か
ら
処
方
せ
ん
を
チ
ェ

ッ
ク
す
る
こ
と
で
、
よ
り
安
全
に

か
つ
効
率
的
に
お
薬
を
お
使
い
い

た
だ
く
た
め
の
制
度
で
、
国
の
方

針
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
も
の

で
す
。
全
国
で
は
約
五
〇
％
、
府

内
で
も
約
三
〇
％
の
病
院
で
導
入

さ
れ
て
お
り
、
近
隣
で
は
、
与
謝

の
海
病
院
や
舞
鶴
共
済
病
院
、
豊

岡
病
院
な
ど
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
同
制
度
導
入
後
、
病
院

薬
剤
師
は
、
病
棟
で
の
薬
剤
管
理

指
導
や
薬
物
治
療
へ
の
積
極
的
な

参
画
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

「
か
か
り
つ
け
薬
局
」
を 

決
め
ま
し
ょ
う 

　
院
外
処
方
で
は
、
か
か
り
つ
け

の
医
師
を
決
め
て
お
く
の
と
同
じ

よ
う
に
「
か
か
り
つ
け
薬
局
」
を

決
め
て
お
く
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。
か
か
り
つ
け
薬
局
を
決

め
て
お
け
ば
、
複
数
の
病
院
な

ど
の
処
方
せ
ん
で
も
、
「
お
薬

に
関
す
る
記
録
（
薬
歴
）
」
が

作
成
さ
れ
、
薬
の
一
元
管
理
が

で
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
薬

の
重
複
や
飲
み
合
わ
せ
の
確
認
、

効
能
・
効
果
、
ア
レ
ル
ギ
ー
や

副
作
用
な
ど
に
つ
い
て
、
わ
か

り
や
す
い
説
明
を
受
け
た
り
相

談
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。 

　
ま
た
、
か
か
り
つ
け
薬
局
は
、

ご
自
宅
や
お
勤
め
先
の
近
く
な
ど

自
由
に
選
択
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
か
か
り
つ
け
薬
局
に
処
方
せ

ん
を
あ
ず
け
、
あ
と
で
薬
を
受
け

取
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
便

利
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

本
人
で
な
く
て
も
処
方
せ
ん
を
持

っ
て
い
け
ば
調
剤
し
て
も
ら
え
ま

す
。 

健
康
保
険
が
適
用
さ
れ
ま
す 

　
保
険
薬
局
の
指
定
を
受
け
て
い

る
薬
局
で
は
、
医
療
機
関
と
同
様

に
健
康
保
険
が
適
用
さ
れ
る
ほ
か
、

老
人
保
険
や
、
公
費
負
担
医
療
も

適
用
さ
れ
ま
す
。「
処
方
せ
ん
受
付
」
、

「
保
険
薬
局
」
な
ど
の
表
示
が
あ

る
薬
局
で
あ
れ
ば
大
丈
夫
で
す
。 

　
ま
た
、
保
険
薬
局
で
調
剤
さ
れ

た
場
合
で
も
医
療
費
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
の
で
領
収
書
は
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
今
後
、
患
者
さ
ん
や
関
係
者
へ

の
説
明
を
行
う
な
ど
し
て
、
今
年

十
一
月
を
目
処
に
院
外
処
方
に
移

行
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
患

者
さ
ん
に
は
、
院
外
の
保
険
薬
局

に
行
っ
て
い
た
だ
い
た
り
、
若
干

の
費
用
の
負
担
が
増
え
る
こ
と
と

な
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理
解
い

た
だ
き
ま
し
て
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。 

　
市
で
は
、
よ
り
充
実
し
た
医
療
の
提
供
を
目
的
に
、
今
年

十
一
月
か
ら
市
立
久
美
浜
病
院
で
医
薬
分
業
制
を
導
入
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
た
め
同
病
院
で
は
、
診
察
を
受
け
ら
れ
る
外
来
患
者

さ
ん
に
処
方
せ
ん
を
発
行
す
る
、
院
外
処
方
を
行
い
ま
す
。 

久美浜病院で 
11月から 

医
薬
分
業
を
導
入

医
薬
分
業
を
導
入 

医
薬
分
業
を
導
入 

外
来
は
処
方
せ
ん
発
行
で
院
外
処
方
に

外
来
は
処
方
せ
ん
発
行
で
院
外
処
方
に 

外
来
は
処
方
せ
ん
発
行
で
院
外
処
方
に

外
来
は
処
方
せ
ん
発
行
で
院
外
処
方
に 

外
来
は
処
方
せ
ん
発
行
で
院
外
処
方
に 

○保険薬局で、薬について薬剤師から

十分な説明が受けられます。 

○薬の重複や、飲み合わせのチェック

ができます。 

○病院や診療所などの薬や市販の薬など、

服用薬の総合的な管理ができます。 

○病院での薬の待ち時間が緩和されます。 

○病院薬剤師による病棟での、薬剤管

理指導業務が拡充されます。 

○薬の専門家である薬剤師の薬物治療

への積極的な参画が可能になります。 

医薬分業のメリット医薬分業のメリット 医薬分業のメリット 

現在は、処方せん受付機で受け付けを行い、院内の

薬局で調剤。医薬分業導入後は、病院の発行する処

方せんにより院外の保険薬局での調剤となります 
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球
場
建
設
に
多
大
な
貢
献
を
い
た
だ
い
た
　
旧
峰
山
町
名
誉
町
民

球
場
建
設
に
多
大
な
貢
献
を
い
た
だ
い
た
　
旧
峰
山
町
名
誉
町
民 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
韓
昌
祐
さ
ん
の
「
顕
彰
碑
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
韓
昌
祐
さ
ん
の
「
顕
彰
碑
」
を
建
立
建
立 

峰
山
球
場
　
完
成
十
周
年
を
記
念
し

峰
山
球
場
　
完
成
十
周
年
を
記
念
し 

球
場
建
設
に
多
大
な
貢
献
を
い
た
だ
い
た
　
旧
峰
山
町
名
誉
町
民 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
韓
昌
祐
さ
ん
の
「
顕
彰
碑
」
を
建
立 

峰
山
球
場
　
完
成
十
周
年
を
記
念
し 

　
旧
峰
山
町
の
名
誉
町
民
で
あ
る
韓
昌
祐
（
ハ

ン
・
チ
ャ
ン
ウ
）
さ
ん
（
株
式
会
社
マ
ル
ハ

ン
代
表
取
締
役
会
長
）
は
、
府
立
峰
山
高
等

学
校
の
二
年
生
の
と
き
ア
メ
リ
カ
で
事
故
に

よ
り
亡
く
な
っ
た
長
男
の
哲
さ
ん
が
、
峰
山

小
学
校
三
年
生
の
と
き
に
「
町
営
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
つ
く
り
た
い
」
と
書
い
た
作
文
「
ぼ
く

の
ゆ
め
」
の
思
い
を
ぜ
ひ
と
も
実
現
さ
せ
た

い
と
、
昭
和
五
十
七
年
に
旧
峰
山
町
へ
一
億

円
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。 

　
旧
峰
山
町
で
は
、
多
く
の
町
民
の
み
な
さ

ん
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
の
施
設
整

備
を
、
と
い
う
強
い
要
望
を
い
た
だ
い
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
寄
附
を
き
っ
か
け
に
、

野
球
場
の
建
設
を
核
と
し
た
「
峰
山
総
合
公

園
」
の
整
備
に
着
手
し
ま
し
た
。
以
来
、
七

年
の
年
月
を
重
ね
平
成
八
年
に
「
峰
山
球
場
」

が
完
成
。
以
降
、
毎
年
、
プ
ロ
野
球
ウ
エ
ス

タ
ン
リ
ー
グ
公
式
戦
の
開
催
を
は
じ
め
、
少

年
野
球
か
ら
社
会
人
、
ま
た
還
暦
野
球
に
至

る
ま
で
、
幅
広
い
多
く
の
か
た
に
ご
利
用
い

た
だ
き
、
プ
ロ
ま
た
市
外
の
か
た
か
ら
も
『
す

ば
ら
し
い
球
場
』
と
好
評
を
得
る
本
格
的
な

球
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
」
、
「
サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
」

な
ど
も
順
次
整
備
し
、
平
成
十
五
年
度
に
「
峰

山
総
合
公
園
事
業
」
の
完
成
を
見
ま
し
た
。 

　
球
場
正
面
前
の
芝
生
広
場
に
建
立
し
た
「
顕

彰
碑
」
は
、
市
民
の
有
志
の
か
た
か
ら
も
寄

附
を
い
た
だ
き
実
現
し
た
も
の
で
、
高
さ
一
・

八
�
。
黒
御
影
（
み
か
げ
）
石
の
上
に
ス
テ

ン
レ
ス
加
工
の
バ
ッ
ト
と
ア
ル
ミ
加
工
の
ボ

ー
ル
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
市
民
の
力
を
合

わ
せ
、
支
え
合
う
形
を
表
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
ボ
ー
ル
に
は
、
市
内
の
精
密
機
械
金

属
業
の
最
先
端
技
術
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
韓
さ
ん
は
「
私
は
、
二
十
四
年
間
こ
こ
に

住
み
、
本
当
に
峰
山
が
好
き
で
し
た
。
私
が

峰
山
を
出
る
と
き
に
『
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
』
と
い
う
気
持
ち
で
、
息
子
の
作
文

か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
『
町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
』

と
い
う
大
き
な
夢
を
当
時
の
増
田
町
長
に
託

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
だ
け
す
ば
ら
し

い
環
境
に
、
立
派
な
球
場
が
で
き
、
増
田
町

長
を
は
じ
め
関
係
の
皆
様
に
対
し
深
く
感
謝

を
す
る
と
同
時
に
、
永
遠
に
私
は
峰
山
を
忘

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
今
後
も
何
と
か

京
丹
後
市
発
展
の
た
め
に
寄
与
し
て
い
き
た

い
と
、
そ
の
信
念
を
今
日
あ
ら
た
め
て
強
く

感
じ
ま
し
た
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

ぼ
く
の
ゆ
め 

 

　
峰
山
小
学
校
三
年
　
韓
　
哲 

  

　
ぼ
く
は
、
町
の
た
め
に
や
く
だ

つ
。
ぜ
っ
た
い
に
。 

 

た
と
え
ば
小
学
校
を
作
る
。
そ

し
て
ほ
ど
う
き
ょ
う
を
作
る
、
こ

う
み
ん
か
ん
を
た
て
る
、
小
学
校

中
学
校
に
プ
ー
ル
五
〇
ｍ
、
ス
キ

ー
じ
ょ
う
を
作
る
、
と
し
ょ
か
ん

を
作
る
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
作
る
、

の
う
き
ょ
う
を
作
る
、
み
ね
山
小

学
校
を
三
〇
〇
か
い
に
す
る
、
こ

う
え
ん
を
作
る
、
町
え
い
グ
ラ
ン

ド
を
作
る
、
道
を
作
る
、
じ
ゅ
う

ど
う
の
ど
う
じ
ょ
う
を
つ
く
る
、

ご
み
や
き
ば
を
一
〇
〇
か
し
ょ
つ

く
る
、
お
ん
せ
ん
を
作
る
、
す
い

え
い
た
い
か
い
を
す
る
、
サ
ッ
カ

ー
た
い
か
い
を
す
る
、
ボ
ウ
リ
ン

グ
た
い
か
い
、
ゴ
ル
フ
た
い
か
い
、

そ
れ
ぞ
れ
を
作
っ
た
り
ひ
ら
い
た

り
し
て
ゆ
た
か
な
く
ら
し
に
す
る
。 

ぼ
く
の
ゆ
め 

 

　
峰
山
小
学
校
三
年
　
韓
　
哲 

  

　
ぼ
く
は
、
町
の
た
め
に
や
く
だ

つ
。
ぜ
っ
た
い
に
。 

 

た
と
え
ば
小
学
校
を
作
る
。
そ

し
て
ほ
ど
う
き
ょ
う
を
作
る
、
こ

う
み
ん
か
ん
を
た
て
る
、
小
学
校

中
学
校
に
プ
ー
ル
五
〇
ｍ
、
ス
キ

ー
じ
ょ
う
を
作
る
、
と
し
ょ
か
ん

を
作
る
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
作
る
、

の
う
き
ょ
う
を
作
る
、
み
ね
山
小

学
校
を
三
〇
〇
か
い
に
す
る
、
こ

う
え
ん
を
作
る
、
町
え
い
グ
ラ
ン

ド
を
作
る
、
道
を
作
る
、
じ
ゅ
う

ど
う
の
ど
う
じ
ょ
う
を
つ
く
る
、

ご
み
や
き
ば
を
一
〇
〇
か
し
ょ
つ

く
る
、
お
ん
せ
ん
を
作
る
、
す
い

え
い
た
い
か
い
を
す
る
、
サ
ッ
カ

ー
た
い
か
い
を
す
る
、
ボ
ウ
リ
ン

グ
た
い
か
い
、
ゴ
ル
フ
た
い
か
い
、

そ
れ
ぞ
れ
を
作
っ
た
り
ひ
ら
い
た

り
し
て
ゆ
た
か
な
く
ら
し
に
す
る
。 

　
「
峰
山
球
場
」（
峰
山
町
荒
山
）
の

建
設
に
多
大
な
貢
献
を
い
た
だ
い
た
、

韓
昌
祐
（
ハ
ン
・
チ
ャ
ン
ウ
）
さ
ん
（
京

都
市
）
の
功
績
に
対
し
、
球
場
完
成

か
ら
十
年
目
の
節
目
と
な
る
こ
と
か

ら
「
顕
彰
碑
」
を
建
立
し
、
七
月
二

十
四
日
に
除
幕
式
を
行
い
ま
し
た
。 

感謝の言葉を述べられる 

　　　　　　　韓　昌祐さん 

平成17年９月 広報きょうたんご 

京丹後市携帯ウェブサイト 
メール配信サービス 

ご利用ください 

ＱＲコード 

京丹後市携帯ウェブサイトへのアクセスは 

http ://www.c ity .kyotango.kyoto . jp/mobi le/  

ＱＲコード（二次元バーコード）で簡単アクセス！ 

　市では、８月から携帯電話などの端末からご

利用が可能なウェブサイトのサービスをはじめ

ました。 

　パソコンがなくても、外出先でも市の情報が

ご覧いただけるサイトです。 

携帯ウェブサイトでご覧いただける情報 
１　市役所庁舎情報 

２　部署別連絡先 

　　　市役所や各部署の連絡先を掲載。 

３　機関別連絡先 

　　　消防署や病院など関係機関の連絡先を掲載。 

４　休日診療医院 

　　　直近の休日診療医院を掲載。 

５　メールサービス 

　　　登録されたかたに、不審者情報や災害

　　　情報、健診情報をお知らせ。 

６　し尿汲み取り申し込み 

　　　し尿汲み取りのお申し込みが可能。 

メール配信サービスで取得できる情報 
１　不審者情報（発信元：教育委員会） 

　　　市内の学校内や登下校時の不審者情報などを

　　　提供。 

２　災害情報（発信元：災害対策本部） 

　　　市内で災害が発生した場合に警戒情報や、避

　　　難情報を提供。 

３　乳幼児健診情報（発信元：健康推進課） 

　　　お住まいの地域、生年月日を入力していただ

　　　くと、毎月の乳幼児健診情報を提供。 

４　予防接種情報（発信元：健康推進課） 

　　　生年月日を入力していただくと、対象となる

　　　予防接種の時期に情報を提供。 

　
真
夏
の
日
差
し
が
照
り
つ
け
る
峰
山
球
場

と
峰
山
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
会
場
に
、「
第

一
回
京
丹
後
市
長
杯
争
奪
学
童
野
球
大
会
」

（
社
団
法
人
京
丹
後
青
年
会
議
所
・
市
野
球

協
会
主
催
）
が
、
七
月
十
六
日
、
十
七
日
、

十
八
日
、
二
十
四
日
の
四
日
間
に
わ
た
っ
て

開
か
れ
、
市
内
の
少
年
野
球
チ
ー
ム
が
一
堂

に
会
し
て
伸
び
伸
び
と
し
た
プ
レ
ー
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。 

　
青
年
会
議
所
は
、
「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て

心
身
の
強
化
を
図
り
、
親
睦
を
深
め
る
」
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
五
十
二
年
に
第
一

回
目
の
「
北
丹
少
年
野
球
大
会
」
を
開
催
。

こ
れ
ま
で
二
十
八
回
も
の
回
数
を
重
ね
、「
丹

後
の
甲
子
園
」
と
も
呼
ば
れ
、
延
べ
一
万
四

千
人
の
子
ど
も
た
ち
が
出
場
す
る
な
ど
、
長

い
歴
史
と
伝
統
あ
る
大
会
と
し
て
親
し
ま
れ

て
き
ま
し
た
。 

　
そ
し
て
今
大
会
か
ら
は
、
六
町
が
合
併
し

「
京
丹
後
市
」
が
誕
生
し
た
こ
と
か
ら
、
そ

の
志
を
市
野
球
協
会
が
受
け
継
ぎ
、
名
称
も

新
た
に
「
京
丹
後
市
長
杯
争
奪
学
童
野
球
大

会
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
も
の
で
す
。 

　
試
合
は
、
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
泥
だ
ら
け
に
し

な
が
ら
無
心
で
ボ
ー
ル
を
追
う
選
手
に
、
ベ

ン
チ
や
ス
タ
ン
ド
か
ら
大
き
な
声
援
が
贈
ら

れ
る
中
、
熱
戦
が
展
開
さ
れ
、
記
念
す
べ
き

第
一
回
の
優
勝
は
大
宮
ド
リ
ー
ム
ズ
、
準
優

勝
に
は
丹
波
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
、
ま
た
礼
儀

正
し
く
さ
わ
や
か
な
チ
ー
ム
に
贈
ら
れ
る
青

少
年
健
全
育
成
賞
「
笠
井
杯
」
に
は
五
箇
ジ

ュ
ニ
ア
ー
ズ
が
選
ば
れ
ま
し
た
。 

泥まみれになりながら　無心で白球を追う選手に大声援泥まみれになりながら　無心で白球を追う選手に大声援 泥まみれになりながら　無心で白球を追う選手に大声援 

　　　　　　　　 

北丹少年野球大会北丹少年野球大会 北丹少年野球大会 � 京丹後市長杯争奪学童野球大会京丹後市長杯争奪学童野球大会 京丹後市長杯争奪学童野球大会 
志を受け継

ぎ名称も新
た

志を受け継
ぎ名称も新

た 

志を受け継
ぎ名称も新

た 

10周年を迎えた峰山球場で熱戦 

笠井杯　五箇ジュニアーズ　 優　勝　大宮ドリームズ 準優勝　丹波少年野球クラブ　 

メ
ー 

ト
ル 
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市
民
の
力
で
熱
く
燃
え
上
が
る

市
民
の
力
で
熱
く
燃
え
上
が
る 

市
民
の
力
で
熱
く
燃
え
上
が
る 

 

�
若
さ
あ
ふ
れ
る 

　
　
追
手
門
学
院
大
学 

　
　
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ 

▼迫力あるステージで盛り上げた 
　関西京都今村組 

▲来場者を温かく 
　　　迎え入れた「七夕飾り」 

　
平
成
四
年
に
、『
自
ら
の
手
で
ま
ち
お
こ
し
』
と
い

う
熱
い
思
い
で
始
ま
っ
た
「
フ
ェ
ス
タ
『
飛
天
』」。 

　
毎
年
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
続
け
る
「
真
夏
の
祭
典
」

も
今
年
で
十
四
回
目
を
迎
え
、
八
月
七
日
に
市
内
外

か
ら
約
二
万
八
千
人
も
の
来
場
者
が
訪
れ
、
熱
気
み

な
ぎ
る
「
飛
天
」
を
体
感
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
一
日
限
り
の
心
を
熱
く
す
る
祭
は
、
長
い
期

間
に
わ
た
っ
て
の
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ

ん
に
よ
る
努
力
に
よ
っ
て
な
り
た
っ
て
い
ま
す
。
今

年
は
、
ま
だ
肌
寒
い
三
月
二
十
九
日
に
開
か
れ
た
「
第

一
回
運
営
委
員
会
」
か
ら
ス

タ
ー
ト
。
連
夜
に
わ
た
っ
て

企
画
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

夜
間
や
早
朝
に
会
場
周
辺
を

幻
想
的
に
彩
る
約
千
個
の
ち

ょ
う
ち
ん
を
設
置
す
る
な
ど
、

延
べ
五
千
人
を
超
え
る
か
た

が
心
を
ひ
と
つ
に
、
京
丹
後

を
熱
く
燃
え
上
が
ら
せ
ま
し
た
。 

�
見
て
い
る
も
の
に
「
元

　
気
」
を
与
え
て
く
れ

　
た
「
よ
さ
こ
い
踊
り
」 

　
か
ん
か
ん
照
り
の
夏

日
と
な
っ
た
八
月
七
日
、

千
日
会
観
光
祭
「
二
〇

〇
五
京
丹
後
市
ド
ラ
ゴ

ン
カ
ヌ
ー
選
手
権
大
会
」

が
、
久
美
浜
湾
カ
ヌ
ー

レ
ー
シ
ン
グ
競
技
場
で

開
か
れ
ま
し
た
。
今
大

会
の
参
加
ク
ル
ー
は
、

男
子
が
八
十
七
、
女
子

が
二
十
六
の
あ
わ
せ
て

百
十
三
ク
ル
ー
。
近
隣

の
市
町
の
ほ
か
遠
く
は

千
葉
県
か
ら
の
参
加
も

あ
り
ま
し
た
。 

　
レ
ー
ス
は
、
午
前
九
時
に
男
子
予
選
が
ス

タ
ー
ト
。
決
勝
ま
で
全
四
十
五
レ
ー
ス
が
八

分
間
隔
で
行
わ
れ
る
過
密
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な

り
予
選
か
ら
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。
ス
タ
ー
ト
直
後
は
風
も
な
く
穏
や
か

な
コ
ー
ス
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
し
た
が
、
次

第
に
北
か
ら
の
風
が
吹
き
出
し
ス
タ
ー
ト
地

点
に
た
ど
り
着
け
な
か
っ
た
り
、
コ
ー
ス
内

を
迷
走
す
る
ク
ル
ー
も
。
そ
れ
で
も
、
一
生

懸
命
ゴ
ー
ル
を
め
ざ
し
て
激
漕
す
る
ク
ル
ー

に
、
見
物
客
ら
か
ら
大
き
な
声
援
が
贈
ら
れ

て
い
ま
し
た
。 

　
決
勝
レ
ー
ス
で
は
、
男
女
共
に
相
生
市
か

ら
参
加
し
た
ク
ル
ー
が
優
勝
。
男
子
は
、「
相

生
青
龍
会
」
が
歴
代
第
三
位
と
な
る
優
勝
タ

イ
ム
で
見
事
三
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。
ま

た
、
女
子
で
は
、
昨
年
わ
ず
か
千
分
の
五
秒

差
で
破
れ
た
「
チ
ー
ム
心
」
が
雪
辱
。
二
年

ぶ
り
の
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。 

「アテンションプリーズ・ゴー」のかけ声で一斉にスタート 

20052005京丹後市ドラゴンカヌー選手権大会京丹後市ドラゴンカヌー選手権大会 2005京丹後市ドラゴンカヌー選手権大会 

113クルーが熱戦 113クルーが熱戦 

高々とパドルを掲げ意気揚々とレースに

挑むクルー 

フェスタ『飛天』フェスタ『飛天』 
　　　　　　2005in2005in京丹後京丹後 
フェスタ『飛天』 
　　　2005in京丹後 
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　丹後町間人で行われ

た「間人みなと祭り」

では、七福神に扮した

間人小学校の児童など

が乗り込んだ、伝統の

「宝船」が巡行。沿道

を埋めた観衆に、船上

から「福もち」や「お

菓子」が振る舞われま

した。 

　鳥取小学校５年生による鼓笛隊の演奏で幕を開

けた「やさか納涼祭」。「丹後で一番間近で見れる」

と言われる「花火大会」では、夜空に広がる大輪

の花々に心躍らせました。 

　網野町八丁浜で、水し

ぶきを上げながら勇まし

い「海上渡御」が繰り広

げられると、海水浴客や

見物人から「オー」と大

きな歓声が沸き上がりま

した。 

網野体育センター横の多

目的広場で開かれた「ゆ

かたまつり」では、色と

りどりの「ゆかた」姿で、

地区の踊りが次々と繰り

広げられ、華やかな雰囲

気に包まれました。 

　まつりを盛り上げようと、

網野町内の各事業所では「ゆ

かた」姿で営業を行い、町中

を華やかに、また涼しげに彩

りました。 

　かぶと山での大文字送り火、久美浜湾で

の花火大会、そして灯ろう流しなど、来場

者は、夏の夜を鮮やかに彩る光の祭典に酔

いしれました。 

夏 夏 夏 

▲やさか納涼祭▲やさか納涼祭 ▲やさか納涼祭 

�浅茂川水無月祭浅茂川水無月祭 ▲浅茂川水無月祭 

ゆかたまつりゆかたまつり ゆかたまつり 

▲千日会観光祭▲千日会観光祭 ▲千日会観光祭 

�間人みなと祭り間人みなと祭り 　間人みなと祭り 　「暑い夏」をさ　「暑い夏」をさ

らに「熱く」したらに「熱く」した

「京丹後の元気」「京丹後の元気」

を象徴する祭やイを象徴する祭やイ

ベントが各地域で開かれました。ベントが各地域で開かれました。 

　ほんの一部ですが、写真でご紹介　ほんの一部ですが、写真でご紹介

します。します。 

　「暑い夏」をさ

らに「熱く」した

「京丹後の元気」

を象徴する祭やイ

ベントが各地域で開かれました。 

　ほんの一部ですが、写真でご紹介

します。 
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自
動
車
の
燃
費
を
改
善
す
れ
ば
、
温
室
効
果
ガ
ス

の
発
生
量
を
抑
制
で
き
ま
す
。 

 
省
エ
ネ
車
へ
の
買
換
え
も
ひ
と
つ
の
方
法
で
す
が
、

今
使
っ
て
い
る
車
で
も
運
転
方
法
を
変
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
か
な
り
の
燃
料
の
節
約
が
で
き
ま
す
。
昨
年

に
行
っ
た
モ
デ
ル
事
業
で
は
、
二
〇
％
以
上
も
燃
費

が
改
善
さ
れ
た
車
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

今
年
も
、
こ
の
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
普
及
の
た
め
に
、

市
民
へ
の
「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
車
載
機
」
の
無
料
貸
出

し
を
続
け
、
ま
た
自
動
車
教
習
所
と
の
協
力
に
よ
る

普
及
拡
大
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。 

      

市
民
、
事
業
者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
市
が
協
働
し
て
地
域

の
地
球
温
暖
化
対
策
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
今
年
四
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。 

　
風
力
発
電
機
設
置
費
の
補
助
や
、
小
学
生
・
女
性
・

市
民
の
か
た
を
対
象
と
し
た
「
環
境
学
習
会
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。 

  

　 　
京
丹
後
市
が
行
う
行
政
、
教
育
、
公
営
企
業
な
ど

の
事
務
・
事
業
か
ら
発
生
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
削

減
計
画
を
今
年
度
中
に
策
定
し
ま
す
。
ま
た
、
計
画

の
達
成
状
況
は
、
毎
年
公
表
し
ま
す
。 

    

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
エ
コ
ネ
ッ
ト
丹
後
（
※
）
」
で
は
、

市
民
の
み
な
さ
ん
と
の
協
働
事
業
と
し
て
「
廃
食
用

油
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
「
廃
食
用
油
の
リ
サ
イ
ク
ル
回
収
事
業
」
に
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
・
地
域
住
民
・
行
政
の
三
者
が
協
力
し
て
取
り

組
む
事
例
は
、
京
都
府
内
で
も
数
少
な
く
、
京
丹
後

市
あ
げ
て
の
活
動
の
さ
ら
な
る
進
展
が
期
待
さ
れ
ま

す
。 

※
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
エ
コ
ネ
ッ
ト
丹
後
」 

　
今
年
二
月
に
地
球
の
環
境
保
全
を
目
的
と
し
て
設

立
さ
れ
た
特
定
非
営
利
活
動
法
人
。 

　
使
用
済
み
食
用
油
の
回
収
を
通
じ
て
の
リ
サ
イ
ク

ル
啓
発
や
、
転
作
田
を
活
用
し
た
菜
種
油
・
ひ
ま
わ

り
油
の
地
域
内
循
環
利
用
な
ど
、
地
域
に
密
着
し
た

資
源
循
環
型
社
会
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

　
こ
の
ほ
か
、
地
球
温
暖
化
対
策
に
関
係
す
る
事
業

と
し
て
、
森
林
整
備
、
ご
み
減
量
の
推
進
、
啓
発
広

報
活
動
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 
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シリーズシリーズ 
地球温暖化防止⑤地球温暖化防止⑤ 
シリーズ 
地球温暖化防止⑤ 

 

Ⅴ　地球温暖化対策　京丹後市の取り組み 

①
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
普
及
事
業 

エコドライブ車載機 

②
京
丹
後
市
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
協
議
会 

　
　
　
　
　
　
（
京
丹
後
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
） 

　
温
室
効
果
ガ
ス
を
「
一
九
九
〇
年
比
六
％
削
減
」

す
る
と
い
う
国
際
公
約
達
成
に
向
け
、
国
や
都
道

府
県
、
市
町
村
の
各
レ
ベ
ル
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
回
は
、
私
た
ち
の
住
む
京
丹
後
市
の
取
り
組

み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

車
を
替
え
ず
燃
費
向
上 

④
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
よ
る
廃
食
油
回
収 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
と
の
協
働 

③
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画 

市
役
所
自
身
も
実
行
し
ま
す 

市
民
の
発
想
で
温
暖
化
防
止 

　
京
都
府
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
基
本

ル
ー
ル
で
あ
る
「
京
都
議
定
書
」
誕
生
の
地

と
し
て
、
積
極
的
に
「
環
境
先
進
地
・
京
都
」

を
め
ざ
す
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

  

　
地
球
温
暖
化
に
関
す
る
情
報
を
収
集
し
、

府
民
の
み
な
さ
ん
へ
普
及
啓
発
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
自
治
体
や
民
間
団
体
の
自
主
的
な

活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
京
丹
後
市
で
も

「
ち
び
っ
こ
環
境
学
習
会
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。 

 

　
自
ら
温
暖
化
防
止
対
策
を
実
践
す
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の
要
請
に
応
じ
て
普
及

啓
発
な
ど
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、

百
六
十
八
人
の
か
た
が
、
京
都
府
か
ら
委
嘱

を
受
け
て
い
ま
す
。（
京
丹
後
市
で
は
六
人
） 

  

二
酸
化
炭
素
を
排
出
し
な
い
「
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
」
の
普
及
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
伊

根
町
に
「
太
鼓
山
風
力
発
電
所
」
を
設
置
。

こ
こ
で
発
電
し
た
電
力
は
、
関
西
電
力
に
販

売
し
て
い
ま
す
。 

 

　
丹
後
地
域
の
民
家
や
観
光
施
設
な
ど
で
小

型
風
力
発
電
機
の
導
入
を
促
進
し
、
住
民
や

観
光
客
の
環
境
保
全
意
識
の
向
上
を
め
ざ
し

ま
す
。
京
丹
後
市
内
で
十
基
程
度
の
設
置
を

目
標
に
し
て
い
ま
す
。 

  

ほ
か
に
も
、
環
境
教
育
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
協

働
、
情
報
発
信
な
ど
海
外
へ
の
協
力
を
含
む

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

①
京
都
府
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
事
業 

②
京
都
府
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員
を
委
嘱 

③
太
鼓
山
風
力
発
電
所 

④
「
風
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
推
進
事
業 

京
都
府
の
取
り
組
み

京
都
府
の
取
り
組
み 

京
都
府
の
取
り
組
み 

協働の新エネ・省エネ事
業を展開

協働の新エネ・省エネ事
業を展開 

世界最先端のＫＥＥＰ実証
実験

世界最先端のＫＥＥＰ実証
実験 

協働の新エネ・省エネ事
業を展開 

世界最先端のＫＥＥＰ実証
実験 
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近
い
将
来
、「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
で
あ
る

『
太
陽
光
発
電
』
や
『
風
力
発
電
』
と
『
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
』
を
組
み
合
せ
て
、
一
定

地
域
内
の
電
力
を
ま
か
な
う
時
代
が
来
る

と
さ
れ
、
各
地
域
で
「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

に
よ
る
発
電
所
が
稼
動
す
れ
ば
、
化
石
燃

料
の
消
費
削
減
に
よ
る
地
球
温
暖
化
対
策

に
つ
な
が
り
ま
す
。 

 

そ
う
し
た
時
代
の
到
来
に
先
駆
け
て
、

京
丹
後
市
の
弥
栄
町
を
舞
台
に
、
京
丹
後

市
と
京
都
府
、
民
間
企
業
が
共
同
で
「
京

都
エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
Ｋ

Ｅ
Ｅ
Ｐ
事
業
）」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
「
京
都
エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

は
、
将
来
、
日
本
各
地
で
「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

に
よ
る
発
電
所
が
稼
動
す
る
と
き
の
手
本

と
な
る
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
を
実
証
研
究
事

業
の
成
果
と
し
て
、
委
託
先
の
「
Ｎ
Ｅ
Ｄ

Ｏ
技
術
開
発
機
構
」
か
ら
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。 

　
こ
の
実
証
研
究
は
、
世
界
で
も
最
先
端

の
事
業
で
あ
り
、
国
内
で
は
、
愛
知
万
博

会
場
と
青
森
県
八
戸
市
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、

京
丹
後
市
で
行
っ
て
い
る
研
究
は
、
最
も

幅
広
い
さ
ま
ざ
ま
な
方
面
で
利
用
で
き
る

形
態
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
成
果
が
地
域

で
す
ぐ
に
活
用
で
き
る
も
の
と
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。 

 

「
京
都
エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
施
設
に
は
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
ク
リ

ー
ン
な
反
面
、
天
候
に
左
右
さ
れ
る
「
太

陽
光
発
電
」
と
「
風
力
発
電
施
設
」
の
不

安
定
な
電
力
を
安
定
さ
せ
、
し
か
も
制
御

可
能
な
『
バ
イ
オ
ガ
ス
』
に
よ
る
ガ
ス
エ

ン
ジ
ン
式
発
電
と
燃
料
電
池
を
備
え
た
「
バ

イ
オ
ガ
ス
発
電
施
設
」
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。 

 

「
太
陽
光
発
電
施
設
」
は
、
丹
後
あ
じ

わ
い
の
郷
と
溝
谷
・
吉
野
農
業
集
落
排
水

処
理
施
設
に
す
で
に
設
置
し
て
発
電
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
風
力
発
電
施
設
」

は
、
ス
イ
ス
村
ス
キ
ー
場
の
頂
上
に
、
国

内
最
大
級
五
〇
㌔
ワ
ッ
ト
の
「
直
線
翼
垂

直
軸
型
風
車
」
が
完
成
し
て
い
ま
す
。 

 

実
証
研
究
の
中
心
施
設
と
な
る
「
バ
イ

オ
ガ
ス
発
電
施
設
」
の
京
都
エ
コ
エ
ネ
ル

ギ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
国
内
で
も
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
容
量
を
備

え
た
施
設
で
あ
り
、
バ
イ
オ
ガ
ス
の
原
料

に
は
主
に
コ
ー
ヒ
ー
か
す
や
じ
ゃ
が
い
も

の
皮
な
ど
、
食
品
工
場
な
ど
か
ら
出
る
未

利
用
資
源
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
来

年
の
春
以
降
に
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
学
習
施
設
と
し

て
も
活
用
し
て
い
く
こ
と
を
検
討
し
て
い

ま
す
。 

京都エコエネルギープロジェクト（KE E P実証事業）の全体像  

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
時
代
の
到
来
に
先
駆
け

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
時
代
の
到
来
に
先
駆
け 

　
　
　
　
　
市
・
府
・
五
企
業
に
よ
る
共
同
研
究
事
業

　
　
　
　
　
市
・
府
・
五
企
業
に
よ
る
共
同
研
究
事
業 

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
時
代
の
到
来
に
先
駆
け 

　
　
　
　
　
市
・
府
・
五
企
業
に
よ
る
共
同
研
究
事
業 
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下水道は下水道は 
快適で衛生的な生活環境づくりと快適で衛生的な生活環境づくりと 

豊かな自然環境の保護に豊かな自然環境の保護に 

大きな役割を果たします大きな役割を果たします 

下水道は 
快適で衛生的な生活環境づくりと 

豊かな自然環境の保護に 

大きな役割を果たします 

シリーズ 
豊かな自然環境を守る下水道 

　下水道課では、「京丹後市職員まちづくり

出前講座」のひとつとして、「下水道事業」

について各地域などに職員が出向き説明を行

っています。また、下水道浄化センターの見

学もできますので、地域や団体などでご希望

があれば、下水道課（☎69-0550）へご連絡

ください。 

七
月
十
四
日
に
は
、
海
部
小
学

校
と
川
上
小
学
校
が
、
浄
化
セ

ン
タ
ー
を
見
学
に
訪
れ
ま
し
た 

　
川
や
海
な
ど
の
水
質
汚
濁
の
主
な

原
因
は
、
従
来
の
工
場
排
水
か
ら
、

私
た
ち
の
日
常
生
活
か
ら
出
る
「
生

活
排
水
」
に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
「
生
活
排
水
」
に
含
ま
れ
る

汚
濁
物
質
を
処
理
し
て
、
快
適
な
生

活
環
境
の
確
保
や
、
川
や
海
な
ど
の

公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
を
図
る
た

め
、
市
で
は
公
共
下
水
道
の
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。 

　
「
生
活
排
水
」
と
は
、
ト
イ
レ
か

ら
の
「
し
尿
」
と
、
炊
事
や
入
浴
、

洗
濯
な
ど
、
私
た
ち
が
日
常
の
生
活

を
営
む
こ
と
に
よ
っ
て
排
出
す
る
「
生

活
雑
排
水
」
を
あ
わ
せ
た
も
の
で
す
。 

　
一
人
の
か
た
が
一
日
に
排
出
す
る

「
生
活
排
水
」
は
、
平
均
約
二
〇
〇

�
（
汚
れ
の
量
と
し
て
は
約
四
〇
グ

ラ
ム
）
で
、
そ
の
う
ち
の
約
七
割
近

く
が
「
生
活
雑
排
水
」
と
言
わ
れ
、

そ
の
中
で
も
汚
れ
が
一
番
多
い
の
は
、

台
所
か
ら
の
排
水
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
市
全
域
の
下
水
道
な
ど
の
整
備
お

よ
び
接
続
状
況
（
平
成
十
七
年
三
月

三
十
一
日
現
在
）
は
、
次
頁
の
と
お

り
で
、
水
洗
化
普
及
率
（
下
水
道
な

ど
が
使
用
で
き
る
地
域
）
は
、
四
七

％
と
年
々
増
え
て
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
水
洗
化
率
（
下
水
道
な
ど

が
使
用
で
き
る
地
域
の
う
ち
、
実
際

に
使
用
し
て
い
る
人
口
の
割
合
）
は
、

三
一
％
と
決
し
て
高
い
数
値
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。 

    

　
公
共
下
水
道
は
、
水
環
境
を
よ
み

が
え
ら
せ
る
働
き
と
と
も
に
、
日
常

生
活
や
事
業
活
動
に
よ
り
発
生
し
た

汚
水
が
、
住
宅
地
な
ど
に
流
れ
な
く

な
る
こ
と
に
よ
り
、
悪
臭
や
蚊
、
ハ

エ
の
発
生
を
防
ぎ
伝
染
病
の
発
生
も

予
防
す
る
な
ど
、
ご
自
宅
を
は
じ
め

周
辺
地
域
の
快
適
な
生

活
環
境
を
つ
く
る
も
の

で
す
。 

　
し
か
し
、
そ
の
効
果

を
十
分
に
発
揮
す
る
た

め
に
は
、
み
な
さ
ん
の

公
共
下
水
道
へ
の
接
続

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。 

　
公
共
下
水
道
の
供
用
（
使

用
で
き
る
よ
う
に
な
る

こ
と
）
を
開
始
し
て
い

る
地
域
で
、
ま
だ
公
共

下
水
道
に
接
続
さ
れ
て

い
な
い
か
た
は
、
早
期

接
続
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

　
下
水
道
に
つ
い
て
の

ご
意
見
・
ご
質
問
は
、

下
水
道
課
（
☎
六
九
ー

〇
五
五
〇
）
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
　 

早
期
接
続
に 

　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い 

リ
ッ 

ト
ル 
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台所から出る汚れは 

こんなに川や海を汚します 

汚れの「もと」となるものを捨てた場合、 

魚が住める水質にするため必要な水の量（浴槽何倍分） 

汚れの「もと」 

魚が住める水

質（BOD：5㎎

/ℓ程度）にす

るために必要

な水の量 

(浴槽１杯300ℓ)

1.5杯分 

しょうゆ 

15㎖

150,000

４杯分 

お米のとぎ汁 

2ℓ

3,000

4.7杯分 

みそ汁 

200㎖

35,000

８杯分 

マヨネーズ 

10㎖

1,200,000

330杯分 

1,000,000

10杯分 

牛乳 

200㎖

78,000

峰 山 町 

13,525人 

5,002人 

－ 

1,853人 

51％ 

1,811人 

－ 

1,853人 

36％ 

－ 

100％ 

大 宮 町 

11,048人 

3,049人 

636人 

1,497人 

47％ 

834人 

297人 

1,497人 

27％ 

47％ 

100％ 

網 野 町 

15,932人 

2,172人 

－ 

2,149人 

27％ 

668人 

－ 

2,149人 

31％ 

－ 

100％ 

丹 後 町 

6,982人 

2,738人 

598人 

543人 

56％ 

757人 

486人 

543人 

28％ 

81％ 

100％ 

弥 栄 町 

5,953人 

－ 

5,702人 

143人 

98％ 

－ 

4,828人 

143人 

－ 

85％ 

100％ 

久美浜町 

11,689人 

2,579人 

449人 

1,813人 

41％ 

822人 

285人 

1,813人 

32％ 

63％ 

100％ 

合　　計 

65,129人 

15,540人 

7,385人 

7,998人 

47％ 

4,892人 

5,896人 

7,998人 

31％ 

80％ 

100％ 

 

 

下水道 

集落排水 

浄化槽 

 

下水道 

集落排水 

浄化槽 

下水道 

集落排水 

浄化槽 

　　町　　　　名 

　　人　　　　口 

 

普 及 人 口 

 

水 洗 化 普 及 率 

 

水洗化人口 

 

 

水 洗 化 率 

公共下水道などの整備および接続状況 （平成17年３月31日現在） 

普 及 人 口：下水道などが使用できる地域の人口 

水洗化普及率：下水道などが使用できる人口の割合 

水洗化人口：下水道などを実際に使用している人口 

水 洗 化 率：下水道などが使用できる地域のうち、実際に使用している人口の割合 

汚れの 
おおよその値 
（BOD㎖/ℓ） 

※ＢＯＤ（生物的酸素要求量） 

　水中の微生物が有機物を分解するときに使われる水中の酸素量。この数値が高いほど、汚染が進んでいることを表します。 

MILK

使用済み油 

500500㎖500㎖
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地
域
で

地
域
で 

　
　
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
る

　
　
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
る 
地
域
で

地
域
で 

　
　
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
る

　
　
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
る 
地
域
で 

　
　
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
る 

峰
小
校
区
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
　
発
足 

網野みなみ保育所 
　　　「ゆうすずみ会」 
網野みなみ保育所 
　　　「ゆうすずみ会」 
網野みなみ保育所 
　　　「ゆうすずみ会」 

夏の夜を親子で涼む夏の夜を親子で涼む 夏の夜を親子で涼む 
　
夏
本
番
を
迎
え
た
七
月
二
十
三
日

の
夜
、
網
野
み
な
み
保
育
所
（
松
本

早
苗
所
長
・
百
四
十
九
人
）
の
園
庭

で
、
恒
例
の
「
ゆ
う
す
ず
み
会
」
が

開
か
れ
、
か
わ
い
い
ゆ
か
た
姿
な
ど

の
子
ど
も
た
ち
も
見
ら
れ
、
家
族
そ

ろ
っ
て
納
涼
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

　
「
ゆ
う
す
ず
み
会
」
は
、
親
子
の

ふ
れ
あ
い
を
深
め
よ
う
と
、
同
保
育

所
の
保
護
者
会
（
松
田
光
正
会
長
）
の
主
催
で
毎
年
開
催
。 

　
保
護
者
の
か
た
に
で
き
る
だ
け
多
く
参
加
し
て
も
ら
お
う
と
、

土
曜
日
の
午
後
六
時
四
十
五
分
か
ら
開
始
。
会
場
は
、
赤
や
ピ
ン

ク
、
黄
色
、
青
な
ど
色
と
り
ど
り
の
ち
ょ
う
ち
ん
や
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
で
飾
り
、
お
祭
り
気
分
を
盛
り
上
げ
る
と
と
も
に
、「
ヨ
ー

ヨ
ー
つ
り
」
や
「
き
も
だ
め
し
」
な
ど
の
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
こ
の
日
の
た
め
に
、
仕
事
が
終
わ
っ
た
後
に
、
保
護
者

の
有
志
の
み
な
さ
ん
が
連
日
に
わ
た
っ
て
練
習
し
て
き
た
「
ア
ン

パ
ン
マ
ン
シ
ョ
ー
」
が
披
露
さ
れ
る
と
、
会
場
は
歓
声
に
包
ま
れ
、

ま
た
出
演
者
全
員
に
よ
る
「
マ
ツ
ケ
ン
サ
ン
バ
」
の
踊
り
で
は
、

笑
い
声
と
拍
手
が

こ
だ
ま
し
ま
し
た
。 

　
楽
し
い
催
し
の

最
後
に
は
、
打
ち

上
げ
花
火
が
上
げ

ら
れ
、
一
発
ご
と

に
「
ワ
ー
」
、
「
き

れ
い
」
な
ど
子
ど

も
た
ち
の
か
わ
い

ら
し
い
声
が
、
夏

の
夜
を
涼
し
げ
に

彩
り
ま
し
た
。 

第30回 
全国高等学校総合文化祭 

　来年の８月に京丹後市をはじめ、府内10市町で開かれる高校

生の文化祭典「全国高等学校総合文化祭」（京都総文）のＰＲ活

動のため、イベントの企画委員を務める高校生２人が８月10日

に中山市長を訪問し、協力を呼びかけました。 

　同文化祭は、全国の高校生が年に１回、文化活動の成果を発表・

競演して交流するもので、「文化の甲子園」とも呼ばれています。

　京都府では、来年「京都総文」として８月２日から６日に開催。

京丹後市では、京都府丹後文化会館を会場に８月４日と５日の

２日間、市内の高校生を中心として、よさこい踊りや、よさこ

い衣装ファッションショー、丹後ちりめんを用いたピンワーク・

ディスプレイなど多彩な催しが行われる予定です。 

来年８月 

　京丹後市などで開催 

来年８月 

　京丹後市などで開催 

　
一
学
期
の
終
業
式
に
あ
た
る
七

月
二
十
日
、
峰
山
小
学
校
（
芝
野

吉
実
校
長
・
二
百
十
九
人
）
で
、

地
域
の
住
民
の
み
な
さ
ん
が
子
ど

も
た
ち
の
安
全
を
見
守
る
「
峰
小

校
区
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
」（
八

十
六
人
）
の
「
発
足
会
」
と
、
児

童
と
の
「
対
面
式
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

　
同
会
は
、
地
域
を
あ
げ
て
、
事

件
や
事
故
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守

ろ
う
と
、
同
小
学
校
の
卒
業
生
や

Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
組

織
さ
れ
、
散
歩
や
買
い
物
の
時
間

を
利
用
し
て
子
ど
も
た
ち
の
安
全

に
目
を
光
ら
せ
て
い
き
ま
す
。 

　
「
発
足
会
」
に
は
、
会
員
約
四

十
人
が
出
席
。
下
校
時
の
付
き
添

い
や
通
学
路
の
パ
ト
ロ
ー
ル
、
ま

た
休
み
の
日
の
遊
び
場
の
見
回
り

や
声
か
け
な
ど
の
活
動
内
容
を
確

認
す
る
と
と
も
に
、
会
長
に
高
橋

岩
夫
さ
ん
（
峰
山
町
泉
）
を
選
任

し
、
無
理
な
く
継
続
し
て
活
動
す

る
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。 

　
続
い
て
会
員
は
、
全
児
童
と
対

面
。
児
童
を
代
表
し
て
小
野
琢
矢

く
ん
が
「
僕
た
ち
も
気
を
つ
け
る

の
で
、
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て

く
れ
る
会
員
に
お
礼
を
述
べ
ま
し

た
。 

　
そ
の
後
に
会
員
は
、
峰
山
小
学

校
の
頭
文
字
「
Ｍ
」
の
文
字
が
つ

い
た
そ
ろ
い
の
黄
色
い
帽
子
と
、

同
小
学
校
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
で

あ
る
「
も
み
じ
」
が
デ
ザ
イ
ン
さ

れ
た
会
員
証
を
首
か
ら
さ
げ
、
終

業
式
を
終
え
た
ば
か
り
の
児
童
の

下
校
に
付
き
添
う
な
ど
、
活
動
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

発足会の後に子どもたちと対面 

子どもたちも元気な歌を披露 

京都総文 

ＰＲに訪れた、中谷翔さん（府立北稜高等学校２年生・

左）、加藤絢さん（府立鳥羽高等学校１年生・中）、

マスコットキャラクターの「きょうちゃん」（右） 
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総務省統計局　　http://www.stat.go.jp/　　　京丹後市 

Ｑ　国勢調査の調査方法は？ 
Ａ　９月下旬から国勢調査員が国内の全世帯を訪問して調査票を配付し、
10月１日現在の状況を調査票に記入していただきます。そして、10月上
旬に国勢調査員が再び各世帯に訪問して調査票を回収します。 

Ｑ　どうしても答えなければいけないの？ 
Ａ　調査票が提出されなかったり、正しい回答がされなかったりすると、
誤った統計になってしまいます。そうしたことを防ぐため、「統計法」
および「国勢調査令」で回答の義務について規定しています。つまり、
国勢調査に参加することは、私たちの義務のひとつなのです。 

Ｑ　情報は守られるの？ 
Ａ　調査をする人が、調査の結果をほかの人にもらしたり、統計をつくる
目的以外に調査票を使ったりすることは法律で固く禁じられています。 

　　なお、調査票は外部の人の目にふれないよう厳重に保管され、集計後
はすべて溶かして再生紙として生まれ変わります。 

Ｑ　９月下旬から10月上旬まで留守にする場合どうすればいいの？ 

Ａ　調査期間中、自宅を留守にする場合には、企画推進課（☎69-0120）
に連絡し、調査票の配布・回収日時についてご相談ください。 

Ｑ　調査票は郵送できないの？ 
Ａ　一定期間内にすべての調査票を回収し、一人の漏れ、重複もなく、正
確な統計を作成するため調査員が各世帯をお伺いする方法としています。
また、各世帯を訪問することで調査の趣旨や記入についての説明が行え、
みなさんの協力を得やすいという利点もあります。 

国勢調査Ｑ＆Ａ国勢調査Ｑ＆Ａ 国勢調査Ｑ＆Ａ 

まちづくりに活かされます 

平成17年10月1日（土） 
9月下旬から国勢調査員がお伺いします。 

各世帯にお配りする「国勢調査調査票」写真左は表面、写真右は裏面 

　
国
勢
調
査
は
、
十
月
一
日
現
在
で
日
本

に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
か
た
を
対
象
と

し
た
、
国
の
最
も
基
本
的
な
統
計
調
査
で
、

国
内
の
人
口
や
世
帯
な
ど
の
実
体
を
把
握

す
る
た
め
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
調
査
で
は
、
男

女
の
別
、
出
生
の
年
月
、

国
籍
、
就
業
状
態
、
通
勤
・

通
学
地
な
ど
世
帯
員
一

人
ひ
と
り
に
つ
い
て
調
べ
る
ほ
か
、
世
帯

の
種
類
、
世
帯
員
の
数
、
住
居
の
種
類
な

ど
世
帯
に
つ
い
て
調
べ
、
調
査
は
全
部
で

十
七
項
目
あ
り
ま
す
。 

　
調
査
の
結
果
は
、
地
方
自
治
体
の
議
員 

数
の
決
定
や
、
地
方
交
付
税
交
付
金
の
算

定
な
ど
に
用
い
ら
れ
た
り
、
都
市
計
画
、

社
会
福
祉
政
策
な
ど
を
立
て
た
り
す
る
と

き
の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
。
ま
ち
づ
く

り
な
ど
に
活
か
さ
れ
ま
す
。 

　
日
本
で
最
初
に
国
勢
調
査
が
行
わ
れ
た 

の
は
、
今
か
ら
八
十
五
年
前
の
一
九
二
〇

年
（
大
正
九
年
）
。
以
降
、
ほ
ぼ
五
年
ご

と
に
行
わ
れ
、
今
回
が
十
八
回
目
の
調
査

に
な
り
ま
す
。 

　
ち
な
み
に
国
勢
調
査
の
「
国
勢
」
と
は
、

「
国
の
情
勢
」
を
意
味
し
て
い
ま
す
。 

九
月
下
旬
か
ら
十
月
上
旬
に
国
勢
調
査
員
が
各
世
帯
を
訪
問
し
ま
す
。
国
勢
調
査

員
は
必
ず
「
国
勢
調
査
員
証
」
を
身
に
つ
け
て
い
ま
す
。 
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あ
な
た
の
声
を
市
政
に 

ご
意
見
箱

ご
意
見
箱 
ご
意
見
箱

ご
意
見
箱 
ご
意
見
箱 

紙
面
の
都
合
に
よ
り
ご
意
見
な

ど
を
一
部
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。 

水上レジャーの変化やマリンスポーツの多様化で多

くの海水浴場で見かける水上バイク（八丁浜海水浴場） 

海
水
浴
場
で
の 

水
上
バ
イ
ク
対
策
を 

　
市
内
に
は
多
く
の
海
水
浴
場
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
多
く
で
水
上
バ
イ
ク
を
見
か
け
ま
す
。 

　
人
の
少
な
い
場
所
な
ど
で
潜
っ
て
い
る
と

き
に
事
故
に
な
ら
な
い
か
と
心
配
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
水
上
バ
イ
ク
の
走
っ
た
後
に
は
オ

イ
ル
の
よ
う
な
も
の
が
浮
い
て
お
り
非
常
に

気
に
な
り
ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
も
増
え
る
と
思
わ
れ
、
事
故
が

起
こ
る
前
に
対
策
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。 

【
市
内
・
男
性
】 

関
係
機
関
と
情
報
交
換
し 

指
導
な
ど
を
お
願
い
し
て
い
ま
す 

　
市
内
の
各
海
水
浴
場
で
は
ブ
イ
を
設
置
し
（
一

部
海
水
浴
場
を
除
く
）
、
遊
泳
区
域
と
し
て

そ
の
範
囲
内
で
の
遊
泳
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
夏
季
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
に
は
、
海

上
保
安
庁
、
警
察
と
情
報
交
換
を
行
い
、
水

上
バ
イ
ク
な
ど
に
対
す
る
パ
ト
ロ
ー
ル
や
指
導
、

取
り
締
ま
り
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。 

　
し
か
し
、
水
上
バ
イ
ク
な
ど
に
対
し
て
、

法
的
な
対
応
を
含
め
た
強
制
的
な
対
応
に
は

限
界
が
あ
る
の
が
現
状
で
す
。
市
と
し
ま
し

て
も
、
観
光
客
を
誘
致
す
る
た
め
に
も
、
海

水
浴
場
の
安
全
性
を
確
保
す
る
こ
と
は
極
め

て
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
他
府
県
で
は
す
で
に
制
定
さ
れ
、

海
水
浴
場
の
安
全
確
保
に
効
果
が
あ
が
っ
て

い
る
「
水
上
バ
イ
ク
等
の
乗
り
入
れ
を
規
制

す
る
条
例
」
な
ど
を
京
都
府
に
お
い
て
も
早

期
に
制
定
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
し
て
い
ま
す
。 

　
近
年
の
水
上
レ
ジ
ャ
ー
の
変
化
や
マ
リ
ン

ス
ポ
ー
ツ
が
多
様
化
す
る
中
で
、
今
後
と
も

近
隣
市
町
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
よ
り
効
果

的
な
取
り
組
み
も
検
討
し
、
安
全
で
安
心
し

て
い
た
だ
け
る
海
水
浴
場
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。 

【
観
光
振
興
課
】 

保
育
所
用
品
の
統
一
を 

　
ス
モ
ッ
ク
を
着
用
し
て
い
な
い
保
育
所
・

幼
稚
園
が
あ
る
よ
う
で
す
が
な
ぜ
で
し
ょ
う
。

ス
モ
ッ
ク
は
、
汚
れ
を
防
ぐ
の
に
有
効
だ
と

思
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
保
育
用
品
で
準
備
す
る
も
の
も
各

保
育
所
に
よ
っ
て
違
う
よ
う
で
す
。
ふ
と
ん

の
大
き
さ
な
ど
は
同
じ
に
し
て
は
ど
う
で
し

ょ
う
か
。 

　
市
に
な
っ
た
の
は
い
い
け
れ
ど
、
何
一
つ

形
で
現
れ
た
も
の
が
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

市
ら
し
く
統
一
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。 

【
市
内
・
無
記
名
】 

で
き
る
も
の
か
ら
統
一
で
き
る
よ

う
検
討
し
ま
す 

　
保
育
所
の
ス
モ
ッ
ク
は
、
合
併
時
に
一
定

の
論
議
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
旧
町

時
代
に
は
経
済
的
な
面
や
保
護
者
か
ら
の
要

請
を
受
け
て
着
用
を
や
め
た
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
。
ス
モ
ッ
ク
は
、
全
額
保
護
者
の
負
担

で
あ
る
こ
と
も
考
慮
し
、
旧
町
か
ら
の
状
況

を
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
で
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

着
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
と
し
て
い
な
い
と
こ

ろ
に
別
れ
る
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
午
睡
用
の
ふ
と
ん
は
、
保
育
所
の

入
所
児
童
数
や
午
睡
場
所
に
よ
り
大
き
さ
を

決
め
て
持
参
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
れ
ば
、
特
に
指
定
し
て
い
な
い
と
こ
ろ

も
あ
り
、
地
域
、
施
設
で
さ
ま
ざ
ま
な
対
応

と
な
っ
て
い
い
ま
す
。 

　
い
ず
れ
も
今
後
、
保
育
所
と
保
護
者
の
か

た
と
の
十
分
な
対
話
を
通
じ
て
真
に
必
要
な

も
の
、
で
き
る
も
の
か
ら
統
一
で
き
る
よ
う

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

【
子
育
て
支
援
課
】 

病
院
が
換
気
し
な
い
の
は
な
ぜ
？ 

　
病
院
は
な
ぜ
換
気
し
な
い
の
で
す
か
？
換

気
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
窓
は
何
の
た
め
に
あ

る
の
で
し
ょ
う
。
病
院
の
空
気
が
悪
く
、
い

ろ
ん
な
菌
が
充
満
し
て
い
れ
ば
元
気
な
人
で

も
体
を
悪
く
す
る
の
は
確
実
。
子
ど
も
や
お

年
寄
り
を
病
院
に
連
れ
て
行
く
の
を
嫌
が
る

人
も
い
る
と
思
い
ま
す
。 

　
た
と
え
十
分
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
待
合
室
、

廊
下
だ
け
で
も
換
気
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
市
内
・
無
記
名
】 

年
間
と
お
し
て
機
械
に
よ
る
空
調

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
ご
意
見
の
と
お
り
、
病
院
で
は
デ
イ
ル
ー

ム
や
ト
イ
レ
な
ど
特
定
の
場
所
を
除
い
て
ほ

と
ん
ど
換
気
し
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
一

年
の
う
ち
大
半
は
、
機
械
に
よ
る
空
調
を
行

っ
て
い
る
た
め
、
冷
暖
房
効
率
の
点
か
ら
換

気
が
し
に
く
い
た
め
で
す
。 

　
し
た
が
い
ま
し
て
、
病
院
の
窓
は
通
常
は

明
か
り
取
り
や
火
災
時
の
排
煙
の
た
め
だ
け

の
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
後
は
ご
指
摘
を
踏
ま
え
、
冷
暖
房
効
率

に
影
響
の
な
い
範
囲
で
で
き
る
だ
け
換
気
に

Ｑ Ａ 

Ｑ Ａ 

Ｑ Ａ 
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市内で順次整備が進められている下水道。供用開始後は、

早期接続をお願いします（写真は峰山町荒山地内） 

収集車に搭載した計量システムで正確な計量

に努めています 

努
め
、
来
院
さ
れ
る
か
た
に
気
持
ち
よ
く
ご

利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
改
め
ま
す
。 

【
久
美
浜
病
院
】 

し
尿
汲
み
取
り
で
は 

正
確
な
計
量
を 

　
合
併
後
の
し
尿
汲
み
取
り
の
計
量
方
法
に

計
量
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
て
い
る
が
、
収
集

車
後
部
の
ゲ
ー
ジ
を
目
視
し
、
計
量
シ
ス
テ

ム
の
数
字
と
照
合
し
て
手
数
料
を
請
求
す
る

な
ら
理
解
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
計
量
シ
ス

テ
ム
を
信
じ
き
っ
て
い
る
と
、
故
障
が
確
認

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
衛
生
セ
ン
タ
ー
内

に
ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
を
置
い
て
、
空
車
時

と
満
載
時
の
数
値
が
わ
か
る
よ
う
な
シ
ス
テ

ム
の
導
入
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
無
記
名
】 

計
量
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
正
確
な
計

量
を
心
掛
け
て
い
ま
す 

　
し
尿
収
集
の
際
に
正
確
な
計
量
を
行
う
こ

と
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
の
信
頼
関
係
の

上
か
ら
も
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
合
併
前
の
旧
網
野
町
と
旧
久
美
浜

町
で
は
、
収
集
車
に
取
り
付
け
て
あ
る
レ
ベ

ル
ゲ
ー
ジ
の
目
視
に
よ
り
計
量
し
て
い
ま
し

た
が
、
合
併
を
機
に
計
量
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
レ
ベ
ル
ゲ
ー
ジ
に

よ
る
目
視
で
は
、
収
集
車
が
水
平
な
位
置
に

停
車
し
て
い
な
い
場
合
、
若
干
の
誤
差
が
生

じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
計
量
シ
ス
テ
ム

で
は
、
傾
斜
補
正
を
行
っ
て
い
る
た
め
目
視

に
よ
る
も
の
よ
り
も
正
確
な
計
量
が
可
能
と

な
り
ま
す
。 

　
し
か
し
、
同
シ
ス
テ
ム
も
機
械
装
置
の
た

め
故
障
が
な
い
と
言
い
切
れ
ま
せ
ん
。
こ
の

た
め
、
始
業
点
検
な
ど
を
十
分
に
行
い
、
正

確
な
計
量
に
よ
る
適
正
な
請
求
に
努
め
て
い

ま
す
。 

　
な
お
、
ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
は
重
量
を
計

測
す
る
も
の
で
あ
り
、
し
尿
処
理
手
数
料
は

容
量
で
計
算
す
る
こ
と
か
ら
、
容
量
に
よ
る

計
量
シ
ス
テ
ム
が
適
切
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
の
で
ご
理
解
く
だ
さ
い
。 

【
環
境
推
進
課
】 

下
水
道
事
業
の
分
担
金
は 

供
用
開
始
時
に
徴
収
を 

　
公
共
下
水
道
の
加
入
率
が
低
く
、
一
般
会

計
か
ら
下
水
道
会
計
へ
の
繰
出
金
が
八
億
円

に
も
な
る
と
議
会
で
言
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
市
で
は
、
公
共
汚
水
ま
す
の
分
担
金
徴
収

が
下
水
道
接
続
時
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
供

用
開
始
時
だ
と
考
え
ま
す
。
本
管
工
事
、
公 

共
汚
水
ま
す
の
分
担
金
納
付
は
受
益
者
の
義

務
で
あ
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
工
事
費
の
回
収

が
ま
ま
な
ら
ず
、
下
水
道
会
計
の
破
た
ん
を

招
き
か
ね
ま
せ
ん
。
事
業
の
ル
ー
ル
に
の
っ

と
っ
た
公
平
公
正
な
取
り
扱
い
が
必
要
と
考

え
ま
す
。
そ
の
上
で
、
接
続
工
事
促
進
の
た

め
の
支
援
策
を
講
じ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。 

【
市
内
・
無
記
名
】 

受
益
が
発
生
す
る
接
続
時
と
し
て

い
ま
す
の
で
ご
理
解
く
だ
さ
い 

　
合
併
前
に
は
、
各
町
独
自
の
考
え
方
に
よ

る
条
例
で
決
め
ら
れ
た
時
期
に
分
担
金
の
徴

収
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
合
併
後
は
、
早
期

に
接
続
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
段
階

的
に
額
を
設
定
。
ま
た
、
納
付
時
期
に
つ
い

て
は
、
実
際
に
受
益
を
受
け
る
こ
と
と
な
る

下
水
道
へ
の
接
続
時
と
す
る
こ
と
が
合
併
協

議
で
確
認
さ
れ
「
京
丹
後
市
公
共
下
水
道
事

業
受
益
者
分
担
金
に
関
す
る
条
例
」
で
定
め

て
い
ま
す
。 

　
ご
意
見
で
は
、
「
地
区
供
用
開
始
時
に
分

担
金
を
徴
収
」
と
あ
り
ま
す
。
道
路
改
良
事

業
な
ど
で
は
「
供
用
開
始
イ
コ
ー
ル
受
益
」

と
い
う
考
え
方
に
な
り
ま
す
が
、
下
水
道
事

業
に
お
い
て
は
、
下
水
本
管
、
公
共
汚
水
ま

す
が
設
置
さ
れ
て
も
、
家
庭
内
で
の
排
水
設

備
な
ど
を
整
備
し
接
続
す
る
ま
で
は
利
益
を

直
接
的
に
受
け
て
い
る
状
況
に
な
い
こ
と
か
ら
、

市
で
は
、
工
事
分
担
金
と
し
て
で
は
な
く
、

下
水
道
事
業
の
受
益
者
分
担
金
と
し
て
、
実

際
に
利
益
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
接
続
時
に 

徴
収
し
て
い
ま
す
。 

　
受
益
者
分
担
金
は
、
下
水
道
工
事
費
の
一

部
や
公
共
汚
水
ま
す
工
事
費
な
ど
に
充
当
さ

れ
る
も
の
で
す
。
未
接
続
に
よ
る
分
担
金
の

未
収
が
増
加
し
ま
す
と
、
事
業
遂
行
に
お
い

て
困
難
な
事
態
が
発
生
し
、
事
業
そ
の
も
の

が
破
た
ん
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
事

業
完
了
地
区
の
か
た
に
は
、
広
報
紙
な
ど
を

通
じ
て
早
期
接
続
の
お
願
い
を
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。 

　
下
水
道
へ
の
接
続
に
伴
う
宅
内
改
造
に
か

か
る
費
用
な
ど
の
ご
指
摘
も
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
接
続
促
進
の
た
め
の
行
政
支
援
と
し

ま
し
て
、
例
え
ば
排
水
設
備
工
事
に
か
か
る

利
子
補
給
制
度
、
宅
内
改
造
助
成
制
度
な
ど
、

導
入
へ
の
課
題
は
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ

れ
ら
が
本
当
に
経
済
効
果
の
あ
る
方
策
か
ど

う
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
向
か
ら
比
較
検
討
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

【
下
水
道
課
】  

Ｑ Ａ 

Ｑ 

Ａ 
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市立図書館　ご案内市立図書館　ご案内 市立図書館　ご案内 

※休館日は、本紙発行日の９月９日以降を掲載しています。 

雑誌リサイクルデー 雑誌リサイクルデー 子ども読書絵てがみコンテスト入選作品展 子ども読書絵てがみコンテスト入選作品展 

久美浜図書室 

弥栄図書室 

９月の休館日 
12日（月）・19日（月）・20日（火） 

・23日（金）・26日（月） 

開 館 時 間 

10：00～18：00 
峰山・あみの図書館は 
水曜日のみ19：00まで 

　毎年夏休みを利用して「移動図書室」を行っていま

す。遠方のため、図書室が利用できない子どもたちに

本を届け、少しでも読書に親しんでもらおうと町内６

小学校の登校日にあわせて実施。 

　今年は、教職員の研修や児童の行事のスケジュール

がつまっている関係で、夏休み前から貸し出しを開始

しました。 

　貸し出しは一人２冊ですが、全校の児童が借りてく

れるので、年々貸し出し冊数が増えています。 

　７月の「移動図書室」の利用者は313人、貸し出し

冊数は577冊。帰りのケースが軽くなり、うれしい気

分で図書室に帰ってきます。 

あみの図書館 

峰山図書館 

ペープサート「ぐりとぐら」を上演 

　今年は、峰山地域公民館・あみの

図書館で展示。とても好評でした 

　「子どもの読書活動の推進に関する法律」（平成13

年12月）によって、４月23日は「子ども読書の日」

と定められています。 

　その「子ども読書の日」の事業の一環として、京都

府教育委員会と京都府図書館等連絡協議会が、「子ど

も読書絵てがみコン

テスト」を毎年実施

しています。京丹後

市からも多くの応募

をいただき、はがき

サイズの作品の中に

楽しい世界が広がっ

ていました。 

　恒例の「夏休み読書子ども会」を、７月29日に峰山

地域公民館で開催しました。 

 峰山町内の小学生21人が、手づくり紙芝居や朗読を

取り入れての本の紹介など、それぞれ工夫をこらした

発表を行い、聞いているみなさんも読んでみたい気持

ちになりました。 

 その後、ボランティ

アによる手品・大型紙

芝居・大型絵本の読み

聞かせも楽しみました。 

 今後さらに、子ども

の読書への関心が広が

ることを願っています。 

　あみの図書館では、「夏のおはなし会」を７月17日

に開催しました。158人（子ども95人、大人63人）

もの多くのかたに参加していただき、ペープサートや

朗読、大型絵本、エプロ

ンシアター、パネルシア

ターによるお話を楽しみ

ました。 

　次回は、12月に開催す

る予定です。お楽しみに。 

　夏休み特別企画として、小学生１年生から３年生を

対象にした「夏休みおはなし会」を８月３日に弥栄地

域公民館で開催しました。 

 職員による大型絵本「すてきな三にんぐみ」や、大

型紙芝居「したきりすず

め」の読み聞かせの後、

みんなで思い思いの絵を

描いた「しおり」を作成

し、楽しいひと時を過ご

しました。 

　峰山図書館・あみの図書館・大宮図書室では、８月

６日に「雑誌リサイクルデー」として、保存期限の過

ぎた本を市民のみなさん

にお譲りしました。 

　当日は、お目当ての雑

誌を求める多くの人でに

ぎわいました。ご自宅で

有効にご利用ください。 
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〜
久
美
浜
町
　

〜
久
美
浜
町
　 

　
　
神
谷
神
社
本
殿
（
か
ん
だ
に
じ
ん
じ
ゃ
ほ
ん
で
ん
）
〜

　
　
神
谷
神
社
本
殿
（
か
ん
だ
に
じ
ん
じ
ゃ
ほ
ん
で
ん
）
〜 

〜
久
美
浜
町
　 

　
　
神
谷
神
社
本
殿
（
か
ん
だ
に
じ
ん
じ
ゃ
ほ
ん
で
ん
）
〜 

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
十
五

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
十
五 

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
十
五

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
十
五 

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
十
五 

神
谷
神
社
本
殿 

  

久
美
浜
町
に
所
在
す
る
神
谷
（
か
ん
だ
に
）

神
社
は
、
平
安
時
代
に
編
さ
ん
さ
れ
た
『
延
喜

式
』
に
も
名
前
が
残
る
古
い
神
社
で
す
。
現
在

は
、
太
刀
宮
と
し
て
信
仰
を
集
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
久
美
浜
駅
の
方
向

に
向
か
っ
て
松
並
木
の
参
道
が
延
び
て
お
り
、

古
社
の
雰
囲
気
を
か
も
し
出
し
て
い
ま
す
。 

 

現
在
の
本
殿
は
、
入
母
屋
造
（
い
り
も
や
づ

く
り
）
・
桧
皮
葺
（
ひ
わ
だ
ぶ
き
）
の
建
物
で

す
。
本
殿
の
つ
く
り
方
は
、
出
雲
大
社
に
代
表

さ
れ
る
大
社
造
（
た
い
し
ゃ
づ
く
り
）
と
似
て

い
る
と
こ
ろ
が
多
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
お
り
、

丹
後
地
域
で
は
ほ
か
に
例
を
見
な
い
構
造
の
建

物
で
す
。 

 

本
殿
は
、
安
永
六
年
（
西
暦
一
七
七
七
年
）

に
釿
始
（
お
の
は
じ
め
）
が
あ
り
、
天
明
元
年

（
西
暦
一
七
八
一
年
）
に
棟
上
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
大
工
は
、
久
美
浜
町
の
谷
口
長
兵
衛
ほ

か
八
人
、
彫
物
師
は
京
都
の
長
谷
川
勘
助
、
金

物
は
京
都
の
錺
屋
藤
兵
衛
が
担
当
し
て
い
ま
す
。 

 

本
殿
の
前
に
あ
る
神
門
は
、
四
本
の
柱
を
立

て
る
四
脚
門
（
し
き
ゃ
く
も
ん
）
と
い
う
構
造

で
す
。
江
戸
時
代
後
期
ご
ろ
の
建
物
と
さ
れ
て

い
ま
す
。 

 

ま
た
、
本
殿
と
道
を
挟
ん
で
山
側
に
は
、
巨

大
な
岩
が
あ
り
ま
す
。
現
在
も
し
め
縄
が
張
ら

れ
、
信
仰
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
岩

の
奥
に
、
境
内
社
の
八
幡
神
社
が
あ
り
ま
す
。

一
間
社
流
造
の
こ
け
ら
葺
の
建
物
で
、
江
戸
時

代
末
期
の
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
神
谷
神
社
本
殿
は
、
江
戸
時
代

中
期
の
神
社
建
築
と
し
て
、
当
時
の
姿
を
よ
く

と
ど
め
て
い
る
点
か
ら
、
昭
和
六
十
年
五
月
十

五
日
付
け
で
京
都
府
の
指
定
文
化
財
（
建
造
物
）

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
神
門
・
境
内

社
八
幡
神
社
と
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
年
）
建

造
の
石
鳥
居
も
、
同
日
付
で
京
都
府
の
登
録
文

化
財
（
建
造
物
）
に
登
録
さ
れ
て
お
り
、
境
内

全
域
は
京
都
府
自
然
環
境
保
全
地
区
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 

多
彩
的
！

多
彩
的
！ 
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丹
後
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活

京
丹
後
生
活 

多
彩
的
！ 
 

京
丹
後
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日
本
で
は
夏
の
間
に
、
た
く
さ
ん
の

お
祭
り
が
あ
り
ま
す
。 

 

京
丹
後
市
で
も
、
「
や
さ
か
納
涼
祭
」

や
、「
間
人
み
な
と
祭
り
」、「
千
日
会
観

光
祭
」
な
ど
が
あ
り
、
と
て
も
に
ぎ
や

か
で
す
。 

 

私
は
、
こ
の
一
か
月
間
さ
ま
ざ
ま
な

お
祭
り
に
行
き
ま
し
た
が
、
最
も
印
象

的
だ
っ
た
の
は
「
金
刀
比
羅
神
社
夏
祭

り
」
と
「
浅
茂
川
水
無
月
祭
」、
そ
し
て

「
花
火
大
会
」
で
す
。 

 

七
月
九
日
、
私
は
初
め
て
浴
衣
を
着

て
「
金
刀
比
羅
神
社
夏
祭
り
」
に
出
か

け
ま
し
た
。
そ
の
夜
は
商
店
街
か
ら
神

社
境
内
ま
で
露
店
が
な
ら
び
、
た
く
さ

ん
の
浴
衣
姿
の
か
た
が
行
き
交
っ
て
い

ま
し
た
。 

 

七
月
三
十
日
に
行
わ
れ
た
網
野
町
浅

茂
川
で
の
「
水
無
月
祭
」
は
、
河
川
の

河
口
に
あ
る
社
を
ま
つ
る
行
事
で
、
た

く
さ
ん
の
か
た
が
「
み
こ
し
」
を
か
つ

い
で
浅
茂
川
地
区
か
ら
海
岸
ま
で
巡
行

し
ま
す
。
そ
の
後
、
浦
島
太
郎
と
乙
姫

の
「
亀
み
こ
し
」
も
登
場
し
ま
し
た
。

夜
の
「
花
火
大
会
」
も
と
て
も
き
れ
い

で
、
い
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。 

 

中
国
の
お
祭
り
は
、
現
在
で
も
「
二

十
四
節
気
」
と
結
び
つ
い
て
行
わ
れ
る

も
の
が
多
い
で
す
。
旧
暦
の
一
月
十
五

日
は
新
年
最
初
の
満
月
の
夜
で
、
「
元

宵
（
げ
ん
し
ょ
う
）
節
」
と
言
っ
て
「
元

宵
団
子
」（
も
ち
米
で
作
っ
た
団
子
）
を

食
べ
ま
す
。
ま
た
、「
中
秋
節
」
の
旧
暦

八
月
十
五
日
は
満
月
を
見
な
が
ら
月
餅

を
食
べ
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
旧
暦
の

元
旦
に
あ
た
る
「
春
節
」
や
「
清
明
」、

「
端
午
」、「
七
夕
」、「
重
陽
」、「
冬
至
」、

「
臘
八
（
ろ
う
は
ち
）」な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

　
中
国
の
亳
州
市
か
ら
、
海
外
技
術
研
修
生
と
し
て
市
役
所

で
研
修
し
て
い
る
、
柴
・
青
（
さ
い
・
せ
い
）
さ
ん
の
京
丹

後
市
の
印
象
な
ど
を
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。 
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人口のうごき

男　　　31,443人

女　　　33,923人

計　　　65,366人

世帯数　21,878世帯

　　　（８月１日現在）
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夏
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子
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が
ん
ば
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光
る

　
　
　
　
　
　
が
ん
ば
り
光
る

夏
休
み
　
子
ど
も
た
ち
の

　
　
　
　
　
　
が
ん
ば
り
光
る

　
鳥
取
小
学
校
の
プ
ー
ル
で
、
恒
例

の
「
弥
栄
町
少
年
少
女
水
泳
大
会
」

が
、
八
月
四
日
に
開
か
れ
、
子
ど
も

た
ち
は
プ
ー
ル
や
海
で
練
習
し
た
成

果
を
競
い
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
子
ど
も
た
ち
の
泳
力
向

上
と
交
流
を
図
ろ
う
と
、
「
弥
栄
町

青
少
年
を
そ
だ
て
る
会
」（
吉
岡
豊
和

会
長
）
が
毎
年
開
い
て
い
る
も
の
で
、

今
年
で
二
十
二
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
今
大
会
に
は
、
弥
栄
町
内
の
五
小

学
校
の
三
年
生
以
上
八
十
一
人
が
参

加
。
子
ど
も
た
ち
は
、
プ
ー
ル
サ
イ

ド
の
保
護
者
な
ど
か
ら
大
き
な
声
援

を
背
に
受
け
、
懸
命
に
ゴ
ー
ル
を
め

ざ
し
ま
し
た
。

　
サ
ッ
カ
ー
技
術
と
体
力
の
向
上
、

ま
た
サ
ッ
カ
ー
が
大
好
き
な
子
ど
も

た
ち
の
幅
広
い
親
睦
を
図
ろ
う
と
「
網

野
カ
ッ
プ
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
」（
同

実
行
委
員
会
主
催
）
が
、
八
月
六
日

か
ら
八
日
の
三
日
間
に
か
け
て
市
内

の
九
会
場
で
開
か
れ
、
約
一
千
四
百

人
を
超
え
る
選
手
が
伸
び
伸
び
と
し

た
プ
レ
ー
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
十
九
回
目
を
迎
え
た
今
大
会
に
は
、

Ｕ
ー
　
・
Ｕ
ー
　
・
Ｕ
ー
　
、
Ｕ
ー

　
の
四
部
門
に
、
市
内
を
は
じ
め
京

都
府
内
一
円
、
ま
た
神
戸
市
や
吹
田

市
な
ど
か
ら
九
十
二
チ
ー
ム
が
参
加
。

　
痛
い
ほ
ど
の
日
差
し
が
照
り
つ
け

る
各
会
場
で
は
、
暑
さ
も
忘
れ
て
無

心
で
ボ
ー
ル
を
追
う
子
ど
も
た
ち
の

姿
に
大
き
な
声
援
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
三
日
間
で
六
六
㌔
メ
ー
ト
ル
を
歩

く
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ウ
ォ
ー
ク
ｉ
ｎ
丹

後
半
島
」（
峰
山
地
域
公
民
館
主
催
）

が
、
八
月
四
日
か
ら
六
日
に
か
け
て

行
わ
れ
、
峰
山
町
内
の
小
学
四
年
生

か
ら
中
学
二
年
生
ま
で
の
二
十
三
人

が
、
お
互
い
を
励
ま
し
あ
い
な
が
ら

ゴ
ー
ル
を
め
ざ
し
ま
し
た
。
　
　

　
同
事
業
は
、
夏
休
み
を
利
用
し
、

子
ど
も
た
ち
に
地
域
の
自
然
に
親
し

み
な
が
ら
自
分
自
身
の
可
能
性
に
挑

戦
し
て
も
ら
お
う
と
開
催
し
て
い
る

も
の
で
、
今
年
で
三
回
目
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
炎
天
下
の
中
、

大
粒
の
汗
を
ぬ
ぐ
い
な
が
ら
自
分
の

ペ
ー
ス
で
歩
き
続
け
、
六
日
の
午
後

三
時
過
ぎ
に
笑
顔
で
ゴ
ー
ル
。
や
り

遂
げ
た
達
成
感
を
体
中
で
感
じ
て
い

ま
し
た
。

　
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
表
す

る
と
と
も
に
友
情
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
を

築
こ
う
と
、
「
京
都
府
北
部
少
年
少

女
・
児
童
合
唱
団
交
歓
演
奏
会
」（
同

実
行
委
員
会
主
催
）
が
、
八
月
七
日

に
京
都
府
丹
後
文
化
会
館
（
峰
山
町

杉
谷
）
で
開
か
れ
、
さ
わ
や
か
な
歌

声
を
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
二
十
九
回
目
を
迎
え
た
今
回
は
、

綾
部
以
北
で
活
動
す
る
合
唱
団
十
団

が
参
加
。
そ
ろ
い
の
制
服
に
身
を
包

ん
だ
団
員
は
、
緊
張
し
な
が
ら
も
清

ら
か
な
歌
声
を
次
々
と
披
露
。
ま
た
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
に
は
、
各
団
か

ら
六
人
ず
つ
が
ス
テ
ー
ジ
に
立
ち
「
は

ば
た
け
鳥
」
の
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー

を
会
場
に
響
か
せ
る
と
、
満
員
の
客

席
か
ら
盛
ん
な
拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

ステージと会場が一体となった

　　　　　　　　　　　全員合唱 元気に歩き続けました

懸命にゴールをめざす子どもたちに
　　　　　　大声援が贈られました

流れる汗をぬぐうことなく
懸命にボールを追っていました
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